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録対象の明確化、現用段階からのアーキビストの関与、記録を安全に保存する方法、非現
用文書の公開・利用の促進、初等教育から文書や記録管理の大切さや具体的な方法を教え
る必要性、専門職の働く場の確保など、さまざまな視点から提言が行われている。また、
中期的課題として、「文書保存基本法」の施行、「記録管理庁」や「記録管理大学」の実現
に向けて、官民一体となった取組の必要性を説いている。
　第 7 章「文書管理の概念整理と問題提起」（壺阪龍哉、斎藤柳子）は、記録管理に関す
る用語の意味を明確にし、レコード・マネジメントやアーカイブズに関する概念を定着さ
せようとする試みから執筆したとしており、記録や文書の定義、ファイリングシステムと
レコード・マネジメント、アーカイブズとレコードキーピングについて説明する。IT化
が進んでいる企業では、SNSで、発生～伝達～活用のステップが一気呵成に実施されてい
るが、これらについても当然、統制がかけられるべき対象とする。また、ボーン・デジタ
ルが増加するなか、物理的なライフサイクル論ではなく、「情報資産」という広い概念で、
作成段階からレコードキーピングや情報マネジメントに積極的に関わる視点を持つことが
重要であると問題提起し、「レコード・マネジメントとアーカイブズのシェイクハンズ」、「現
用と非現用という分断された運用管理ではなく、「情報資産管理」の観点で一貫した運用
体制の構築」の必要性を述べている。

3　本書の意義

　本書の執筆者のひとりである壺阪氏は、本書のねらいとして、戦前・戦後からの文書・
記録管理の歴史を検証し、現代および将来の諸問題の解決に向けた糸口を探るための提言
を行うこととしている。具体的な諸問題としては、昨今の公文書管理をめぐるトラブル、
公文書管理法に対する一部欠落した施策、電子化が急速に進展する中での将来の文書・記
録管理のあるべき姿の不明確性、アーカイブズが確実に保存・保護されていない現実、不
十分な文書管理に対する教育・専門職の養成への取り組み、等を挙げている。本書は、こ
れらの諸問題に対して、それぞれの専門家の立場から分析と考察がなされ、読者に示唆を
与えてくれる内容となっている。これらの課題で示された内容や意義について、私見も交
えながら、以下に、もう少し詳しく触れてみたい。
　公文書管理をめぐる不祥事を目にすることが多い昨今であるが、アーカイブズ的な視点
で、文書管理を行い、積極的に文書を遺していこうとする姿勢は未だ発展途上のような気
がしてならない。壺阪氏が「文書管理なり記録管理の議論はしっぽの方ばかりが議論され
ていて、いちばん肝心の最初に記録を作るということね、この記録の残し方というのが日
本人は上手ではないですね。記録は自分が使うか使わないかの判断で物事が考えられてし
まっています。」（第 2 章P18）、「発生（作成・取得）の時点がないがしろにされていたの
では、その後のプロセスを議論する余地はない」（第 6 章P151）と述べているように、ま
ずは、しっかりと記録を残す姿勢が必要であると思う。そのためには、組織として、どの
ような文書を記録として残すべきかを明確に示す必要があろう。どのような文書を記録と
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して残すかを判断するには、今一度、記録を残す目的について、組織の中で議論する必要
があると考える。組織としての説明責任を果たすため、情報を共有し組織を活性化するた
め、過去の活動を検証するため、などさまざまな目的を挙げることができるであろう。こ
うした目的に沿って、組織として残すべき記録を明確にし、保存・活用していくという段
階があって、はじめて文書は記録として残っていくのではないだろうか。この点について、
本書の読者として想定している初学者や実務者に対して、改めて確認する記述があれば、
記録を残す意義がより明確に伝わるのではないかと思った。
　また、記録を残すという姿勢の他に、もう一段レベルを上げ、「質の高い」記録を残す
という姿勢も重要であろう。本書において、議事録に関する記述に関する課題がたびたび
登場する。第 2 章では、議事録の重要性やどのように議事録を取るか教育が必要であるこ
とが指摘され、第 4 章では、米国方式の会議の仕方や議事録の取り方について紹介してい
る。このことは、文書を残す前提として、文書そのものに内容が伴わなければ、いくら文
書を遺しても、将来において参照価値はあまりなく、利用される記録にはなり得ないこと
を意味する。それは、議事録だけに限らず、他の文書を作成・保存する際にも該当するで
あろう。いかに良質な文書を記録として残すことができるか、そのスキルアップにも関心
が払われるべきだということを改めて考えさせられた点で、本書は、実務的な視点から、
重要な論点を示したといえる。
　本書においては、紙文書の管理の歴史について詳細に記載されている（第 1 章、第 3 章、
第 4 章）。この点につき、斎藤氏は、あとがきで「電子化が進み、すでに物理的な文書量
と格闘する時代ではなくなったが、紙文書全盛の時代、それなりの工夫と努力でレコード・
マネジメントが実施されてきた経緯があったことを記しておきたい」と言及している。過
去の文書管理・記録管理の歩みを知ることは、現代および将来の文書管理・記録管理のあ
り方を考えるうえで必要なステップであると評者自身も思う。例えば、文書管理の目的に
ついて、当時の考え方（事務管理論を著した金子利八郎は、「過去の経験を組織的に利用
する」ことを唱えた）は、今でも通用していることを実感した。一方で、「アーカイブズ
制度が存在しない中で、廃棄は保管の第一歩なりという考え方は、文書の短略的な廃棄の
可能性が含まれていたといえる。」（第 3 章P66）という分析は、現代の組織においても当
てはまる文書管理上の課題であると思った。時代の経過とともに、文書管理・記録管理の
あるべき姿に対する考え方を変えなければならないケースもあろう。それでも、どのよう
な時代でも変わらない普遍的な考え方は何か、を見極めるには、過去の歴史を振り返る必
要があると改めて思ったところである。なお、附録として、年表形式で日本のレコード・
マネジメントとアーカイブズの歩みを国内外の社会の動きとともにまとめたもの［附録 1 ］
や紙文書を保管するファイル用品やファイリング要領に関する歴史や参考資料［附録 2 ・
3 ］が掲載されており、これらと合わせて読み進めると紙文書全盛時代の文書管理の状況
がさらに詳しく理解できる内容となっている。
　一方、紙文書が中心であった当時の状況から比べると、現代は電子文書の占めるウエイ
トが大きくなっている。情報通信メディアの急速な発展や働き方改革改革によるテレワー
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クの導入推進など、数年前の文書管理の常識が通用せず、日々変化していることを実感す
る。壺阪氏は、文書管理に影響を与える要因の一つとして「電子化の推進」を挙げ、電子
文書は紙文書の分類をそのまま当てはめることへの疑問を呈する（第 1 章P19）。この点
について、評者は、電子文書の保存場所について改めて整理し、どこにどのような文書が
保存されているか、これらの文書のうち記録として残すべき文書はどこに多く保存されて
いるかの把握が必要であると考えている。そして、現在の各組織では、電子文書を組織的
に管理すべき保存場所の一つとして共有フォルダが一般的であり、この中に多くの重要な
記録が他の文書と混在して保管されている。最近、公文書管理の見直しにおいて、共有フォ
ルダでの保存のあり方がガイドラインに盛り込まれるなどの動きもあるが、アーカイブズ
の視点からは、共有フォルダですべてを管理するには限界があり、重要な記録は別途管理
するしくみが必要であると思われる。また、このような環境変化に対する文書管理・記録
管理の在り方について、第 2 章において、電子メールやチャット、クラウド利用の問題な
ど、これまでにあまり取り上げられなかった課題が提起されていることに新鮮な驚きを覚
えた。欲を言えば、これらの電子文書の管理・活用をテーマとした新たな課題に関する記
述が、例えば、第Ⅲ部（レコード・マネージメントとアーカイブズの未来像と概念整理）
においても触れられると、今後の課題がさらに明確になるのではないかと思った。電子メー
ルの管理については、2017年10月にJIIMAより、メールの運用管理に関するモデル規程が
公表されており（［附録 4 ］に集録）、官民問わず、各組織において、今後検討が進むこと
を期待したい。一方で、注意しなければならないことは、電子メールの中に含まれる情報

（添付された文書を含む）を、どのように保存していくか、という視点である。JIIMAの
モデル規程によれば、電子メールソフトや共通メール保存サーバでの保存を例示している
が、アーカイブズの視点から言えば、そのような方法だけで重要な記録が確保されること
になるのか、将来にわたり残していくべき記録の評価はどのように行うべきか等、さらな
る検討が必要と思われる。また、クラウドを利用した情報管理については、セキュリティ
面の問題などで、企業などでは慎重な対応を行っているが、テレワークの導入推進などで、
徐々に活用が進み、今後の文書管理・記録管理にどのような影響を与えていくのかも注視
する必要があろう。
　結局、適切な文書管理・記録管理を実行するのは、組織に所属する個々人である。その
意味では、個々人の文書管理に対する意識向上を図るための継続的な教育とそれを支える
組織体制が最も重要であり、その前提となる教育素材（文書管理のためのポリシーや運用
ルールなどを含む）の作成と提供こそが、この分野の普及に関与する人たちの大きな仕事
となるのではないだろうか。

4　おわりに

　本書は、2012年、学習院大学大学院アーカイブズ学専攻博士後期課程に所属していた 3
人（斎藤柳子、清水惠枝、渡邉佳子氏）が、戦後日本の文書管理について壺阪龍哉氏への
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インタビューを実施し記録にまとめた時、広く世間にその内容を伝えたいとの強い思いか
ら、出版の企画がスタートしたという。各章を通じて、日本における文書管理やアーカイ
ブズの制度は、多くの課題を抱えながら、一歩一歩着実に課題克服に向けた取り組みが行
われていることを実感した。また、本書が取り上げたさまざまな課題やこの分野の普及と
発展に対する執筆陣の強い思いを感じさせる内容であった。評者自身、この分野の初学者
であり、まさに本書は評者の文書・記録管理に対する知見を高める最適の書であったと思
う。今後も、先輩諸氏の取り組んできたこれまでの軌跡をしっかりと学習し、評者自身も
この分野の普及と発展に寄与ができるよう努力したい。
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書評

石原香絵著
『日本におけるフィルムアーカイブ活動史』

Kae Ishihara, “History of Film Archiving in Japan”

大西 智子
Tomoko Onishi

1　はじめに

　本書は、石原香絵氏の学習院大学大学院の博士論文を基礎とする、映画フィルム自体を
保存対象物として扱う、動的映像アーカイブの専門書である。映画の歴史やアーカイブズ
の考え方、用語に馴染みのない場合、簡単に読み進めないかも知れない。しかし、この内
容の濃さ、重み、石原氏の映画フィルムへの愛と情熱が溢れ、実に面白く、アーカイブ専
門家に限らず、一般の映画ファンにも読んで貰いたい一冊。末尾の付録の用語解説、略称
一覧、略年表が、読者の知識を補ってくれる。その付録と、スマホを片手に固有名詞を検
索し、画像や映画のあらましなどを眺めるなど、寄り道をしながら読まれることをお奨め
する。そして「国立映画アーカイブ」※にアクセスし、同サイトのフィルム保存修復の画
面を目にすれば、現在NPO法人映画保存協会代表の「石原ワールド」から抜け出せなく
なる自分に気づくだろう。

※「国立映画アーカイブ」https://www.nfaj.go.jp

2　本書の概要

　FIFA（国際フィルムアーカイブ連盟）の70周年マニフェスト「映画フィルムを捨てな
いで！」では、映画フィルムについて、手で触れ、目視（機器無しでも）出来、動的資料
の中では最も寿命が長く、国際標準化されており、旧式化せず、真正性が担保されている
媒体として、その秀逸姓を挙げている。昨年2018年の春、東京国立近代美術館を母体とす
るフィルムセンターが独立し、国内 6 館目の国立美術館として開館した「国立映画アーカ
イブ（NFAJ）」の新会長岡島尚志氏は、動的映像アーカイブ理解の重要な鍵は、「3C原則：
コンテンツ（内容）、キャリア（素材）、コンテクスト（環境）」記録構成要素としての紙
以外の素材を知ることであると、長年訴えてきた。
　ユネスコで1980年に採択された「動的映像の保護及び保存に関する勧告」は、国際的な
フィルム保存に大きく貢献しており、その後特設されたユネスコのRamp スタディーズ（記
録・アーカイブズ管理プログラム）に、視聴覚アーキビストが身につけるべき基礎知識の

美学出版/2018年 3 月/
四六判/384頁/
定価  3,200円＋税

115



GCAS Report Vol.8 2019　学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻

大枠が示されている。ユネスコの動きを早くから日本に紹介したのは、児玉優子氏である。
　まずは、活動映像や音声を記録する「フィルム」のデリケートな特徴を挙げ、映画フィ
ルム発展の歴史について、英、仏、独、瑞、米の動きを中心に紹介。そして明治期に映画
が日本に伝来し、産業として発達してゆく過程で、日本人が映画をどのように扱ってきた
のかを辿る。日本映画の残存率は、極めて少ない。映画フィルムを守り、保存する専門家
の養成もなされてこなかった。関東大震災や太平洋戦争末期の空襲等で破壊、焼失した映
画館やフィルムの数々、外国に持ち去られ、もしくは放置された映画フィルムなど、日本
は多くの映画フィルムを失った。軍国主義時代の「映画法」や検閲、GHQの存在は、映
画フィルムには計り知れない影響を与えた。そして戦後日本の映画収集・保存に乗り出し
た川喜多かしこを世界に導いたのは、黒沢映画など戦後の名画の数々であった。映画フィ
ルムをいかに収集して保存するのか、国会図書館、国立近代美術館、東京都近代美術館の
フィルム・ライブラリーの役割を振り返る。
　ユネスコなど国際機関による国際的な映画フィルム保存の動向は、目が離せない。2017
年に成立した、「文化芸術振興基本法の一部を改正する法律（2017）」の第 9 条「メディア
芸術の振興」部分に、「保存」の二文字が加えられた。
　昨今、新作映画がデジタル映画に切り替わり、需要が激減した映画フィルム製造業や現
像業の存続が危機に瀕している。この緊迫した状況に対処するためにも、デジタル化を急
がなければならない。しかしながら、今までも磁気テープ等（VHS、ベータ、テープレコー
ダー他）などの経験により、数十年後の予想図が正しく描けるとは言えず、新技術を導入
すれば映画を長期保存出来ると考えるのは楽観的に過ぎる。長期記録保存媒体としての
フィルムの価値を、世界が認めている今、日本フィルムアーカイブの進むべき道を検証す
る。

3　本書の構成

　序章　　フィルムアーカイブ活動の歴史を問う
　　　　　（1）1990年代に体系化された視聴覚アーカイブ活動の理論
　　　　　（2）動的映像アーカイブとアーカイブズ機関の関係
　　　　　（3）欧米を中心とするフィルムアーカイブ活動史の研究
　　　　　（4）フィルムアーカイブ活動の史的考察
　　　　　（5）なぜ映画フィルムを保存するのか
　　　　　（6）日本のフィルムアーカイブ活動の現在地
　　　　　（7）改善策を過去に求めて
　第一章　フィルムアーカイブ活動の原点を求めて
　　　　　（1）映画フィルム･･･19世紀末の開発から20世紀初頭の規格統一まで
　　　　　（2） ボレスワフ・マトゥシェフスキ･･･世界初のフィルムアーカイブズ論とそ

の先見性
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　　　　　（3）1910年代のヨーロッパに出現したフィルムアーカイブと 2つの国際組織
　第二章　軍国主義時代の映画フィルム
　　　　　（1）内務省による映画の取締と「映画法」の制定
　　　　　（2）文部省による映画の振興と「映画法」
　　　　　（3）大毎フィルム・ライブラリー･･･フィルムアーカイブの初期形態
　　　　　（4）戦時下の映画フィルム
　第三章　日本映画の網羅的な収集はなぜ実現しなかったのか
　　　　　（1）映画フィルムの危機･･･GHQによる占領期
　　　　　（2）映画フィルムと法廷納入制度の連関
　　　　　（3）日本映画の貯蔵庫･･･国立国会図書館から国立近代美術館へ
　第四章　川喜多かしこと戦後日本の＜映画保存運動＞
　　　　　（1）前史･･･1950年代
　　　　　（2）萌芽期･･･1960年代
　　　　　（3）成長期･･･1970年代
　　　　　（4）転換期･･･1980年代
　　　　　（5）成熟期･･･1990年代
　　　　　（6）〈映画保存運動〉の半世紀
　第五章　わたしたちの文化遺産としての映画フィルム
　　　　　（1）映画が文化遺産として認められるまで
　　　　　（2）映画の文化遺産登録に向けて
　　　　　（3）デジタル時代の映画復元
　　　　　（4）デジタル時代を生き抜く映画フィルム
　終章　　映画フィルムは救えるか
　　　　　（1）日本のフィルムアーカイブ活動の現状を問い直す
　　　　　（2）先人たちの積み上げてきたもの
　　　　　（3）映画保存の未来を拓く
　付録
　あとがき

4　各章の紹介

第一章
　著者は、フィルムアーカイブの概念について、日本アーカイブズ学会の「登録アーキビ
ストに関する規定」の専門科目履修要件として、視聴覚資料の研究も例示されていること
を挙げると共に、アーカイブズ学の「原形保存の原則」を念頭に、映画フィルムを収集・
保存して利用に供するものとして述べている。アーカイブズの「原形保存の原則」が、フィ
ルムという媒体にとって、いかに「難題」なのかが理解できる章である。

117



GCAS Report Vol.8 2019　学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻

　「ナイトレートフィルム」は、温度上昇による自然発火、燃え尽きるまで絶対消えない
という厄介な特徴をもち、世界中の映画館や保存庫の火災原因である。後の納入義務や収
集活動が、思ったほど定着しなかったのは、フィルムの性質も一因である。世界初の写真
技法開発、1880年の米国イーストマン社（後のコダック）による写真技術を応用したナイ
トレートフィルム誕生に伴う映画フィルムの市場独占化、リュミエール兄弟による映写機
シネマトグラフの開発、燃えにくいアセテートフィルムの誕生までを述べている。
　ポーランド出身の映画撮影技師、マトゥシェフスキの功績を紹介。同氏は、著書「Keepers 
of the Frame」で、映画の歴史情報源としての役割や「評価選別」を重視し、フィルムの
保存を目的とした保管所設立を訴えた。また博物館、図書館、公文書館等に映画フィルム
を取得対象とすることを提案し、世界初のフィルムアーカイブ論を提示したとして、その
先見性が研究者から評価されている。
　スイスで新たな映画保存の運動が起き、その拠点にイタリアが選ばれ「国際教育映画協
会（IECI）」が設立すると、ファシズムの代名詞であるイタリア首相のムッソリーニの私
邸に収集フィルムが置かれた。誰もが簡単にアクセス出来ない、公共性に欠けた状況にあ
り、当時、政治がフィルムアーカイブに与えた影響を示す。またIECIに新渡戸稲造（元
国連事務次長）が理事に、イタリア大使であった吉田茂がのちに同職を引き継ぎ、戦前の
日本映画界と政界等のつながりを感じさせる部分は、大変興味深い。IECIは、イタリア
がエチオピア侵攻を国際社会から非難され、国連脱退をきっかけに解体の憂き目に遭った。
その後、1935年～36年のわずか 1 年の間に、英（National Film Archive）、米（MoMAの
フィルムライブラリー）、独（帝国フィルムアルヒーフ）、仏（シネマテークフランセーズ）
の 4つの映画アーカイブズ施設が設立された。続いて、スイスに「International Film 
Library」設立。そして政治に影響を受けない「中立的な国際映画センター」を目指す人々
の努力の甲斐あって、1938年に国際フィルムアーカイブ連盟（FIAF）が誕生。その後の
FIAFと、日本人の関係について触れ、日本が欧米のフィルムアーカイブ活動に追いつこ
うとしたと解説する。

第二章
　戦中に映画界が直面した様々な拘束と、日本が軍国主義に向かってゆく様子を紹介し、
皮肉にも、この映画界にとって危機的な時代に、フィルムアーカイブ活動の種が蒔かれた
と論じる。
　1925年の内務省令「活動写真フィルム検閲規則」により、全国規模で検閲規則が一元化
され、1929年に小林多喜二の「蟹工船」に代表されるプロレタリア芸術運動が盛り上がり、
それを危惧した内務省は検閲強化を促した。1930年代以降、小道具の湯飲み柄が「菊の紋
章」に似ている、字幕の漢字「こおろぎ」が虫ヘンに皇と書くことから、字幕をカタカナ
に書き換えるように命じられるなど、異常な検閲や映画の没収例が続き、検閲は満州事変
以降、更に厳しさを増す。1931年、「内閣直系の映画局」「国立映画研究所」が設置提案さ
れ、後に「財団法人日本映画協会」設立。会長に元首相、顧問に元内務大臣等、幹部に内
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務省警保局長など、政治的権力者が名前を連ね、ついに「映画法」全26条が台頭。内務省
が映画検閲、文部省は児童に好ましい映画の認定や推薦、厚生省が映画館の安全衛生を担
うとある。その中で、監督、俳優、カメラマンに登録試験が課され、主務大臣が映画を指
定し、所有者に対して複写の為一時其の提出を命ずる、いわゆる法定納入※※の導入が始
まる。

※※ 「法定納入」とは、営利・非営利を問わず、あらゆる種類の資料を複数部作成するいかなる団体、
個人に対しても、認定された国立機関に一部以上の作品納入を強制的に課すための法的義務づけ
のことである。

　1940年、いよいよ日々谷帝劇内に内閣情報局が設置され、映画、演劇、演芸による国家
宣伝を指導監督するようになってゆく。「映画法」第11条の解説には、「長き保存に耐えう
るような施設を講ずると共に」という一文が添えられており、軍国主義時代に誕生したフィ
ルムの法定納入制度は、日本の映画を守り残すための戦略の柱になると、著者は提起する。

第三章
　戦時中、日本の約500の映画館が空襲によって消失した。GHQは、「映画法」の映画事
業に対するあらゆる統制を撤廃する。そして、「映画検閲に関する覚え書き」「非民主主義
映画除去の指令に関する覚え書き」などを発令し、封建主義的、国家主義的、軍国主義的
な映画上映等を禁じた。民間諜報局の審査により、不合格になった映画は没収。米国映画
が人気を博してゆく。その際、全国各地で没収となった作品は、ネガもプリントも内務省
の倉庫に保管した。文部省に移管された禁止映画230作品の内176作品は、各製作会社に戻
されるが、没収した映画（2488本）は1946年、多摩川岸で米軍によって焼却された。
　戦前も永久保存というアーカイブズ機能は存在したが、それが軽視されるようになった
のは、戦後の混乱期に始まる。戦争責任の追及を回避したいという官民共通の意識もまた、
終戦時の大量書類焼却という現象に象徴的に表われた、と、映画フィルム残存数の少なさ
の理由を述べながら、戦争によって接収された又は免れたはずの残存映画の行方を気遣う。
一例として、接収を免れた旧満映画の大量の映画フィルムが、長春の旧満州赤十字病院の
ボイラー室に置かれていたが、その行方は判らないそうだ。

第四章
　幻となった中国からの日本映画返還や、アメリカからの日本映画返還の実現は、実に興
味深い。これを機に、日本国内にフィルムセンター設立の動きが出て、フィルムの保存管
理について、人々が認識し始めたことが述べられている。実際の缶ラベルと中身と目録の
整合性の問題、目録化されていない資料の山、その他、フィルムのみならず、ニュース映
画、テレビ番組、図書、ポスターなど、当時のありとあらゆる収集による困惑が見て取れる。
　石原氏は、「敗戦時に日本映画をほとんど持たなかった私たちは、それを一本、また一
本と取り戻しながら、フィルムアーカイブ活動を段階的に発展させてきたこと、そしてこ
うした歴史の上に、日本に於ける映画保存の現在がある」と述べる。章中、岡島尚志氏の
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写真が掲載されている。日本人初の元FIAF会長であり、今年誕生した国立映画アーカイ
ブ会長である。
　戦後、日本をFIAF会員にした功績者「川喜多かしこ」は大阪に生まれ、映画配給会社
の「東和」の前身に就職。後に同社社長の川喜多長政と結婚し、海外の映画買い付けに同
行し、海外の映画関係者と交流する機会を得た。黒澤明の「羅生門」がベネチア国際映画
祭グランプリなどを受賞するなど、海外での日本映画ブームが到来すると、その勢いで日
本映画の輸出に乗り出した川喜多夫妻であった。その頃、川喜多かしこのFIAF会議参加
を機に、日本の国立近代美術館のフィルム・ライブラリーは国際組織FIAFの会員となった。
映画を収集、保存、公開するという、フィルムアーカイブの概念が、日本に取り入れられ
た瞬間であった。

第五章
　デジタル時代の到来と共に、フィルム製造業は深刻な打撃を受けた。2012年、最大手の
コダックが破産、後に一部の映画フィルムの製造は継続されたが、富士フィルムも2013年
をもってあらゆる映画フィルムの製造を中止することを公表した。映写機の国産メーカー
は、トキワカンパニー一社となった。フィルムアーカイブ活動は、映画フィルム、映写機、
現像所のどれ一つ欠けても成り立たないと石原氏は述べる。
　1980年代、NHKの編成局資料部の萩昌朗氏（NHKデジタルアーカイブズの前身誕生の
功績者）が著した「フィルムアーカイブ論」は、当時の放送文化研究所の研究成果を根拠
に、プラスチックベースに磁性体を塗布、蒸着させた、「磁気テープ」を映画フィルムに
代わる新たな記録メディアとして紹介し、その寿命を5000年以上とした。著者は、いつの
時代も、たとえ数十年後の予想図であっても正確に描くのは難しいと述べた上で「新技術
を導入すれば映画を長期保存出来ると考えるのは楽観的に過ぎる」と問題提起する。また
テレビの映像保存と映画フィルムの保存とでは、必ずしも二者の原則は一致しないとも述
べている。テレビアーカイブ的な考え方が、映画フィルム保存のそれと同様のようにとら
えられることに危機感を募らせ、ユネスコが挙げる視聴覚アーカイブの類型を示し、映画
フィルムを扱うフィルムアーキビスト、テレビ画像を扱うテレビアーキビスト、音声記録
を扱うサウンドアーキビストの存在を紹介している。
　2013年 6 月、「デジタル映画作品の保存に関する質問主意書」が国会に提出され、2014
年度から文化庁による「美術館・歴史博物館重点分野推進支援事業」（映画に於けるデジ
タル保存・活用に関する調査研究）が始動。収蔵環境の改善が進み、修復やデジタル復元
なども含めた、「保存」に関する理解が広まっている。2017年「文化芸術振興基本法の一
部を改正する法律」が成立し、その第 9 条「メディア芸術の振興」に「保存」の二文字が
加えられた。著者は、この領域に尽くしてきた先人たちが、現状をどう評価し、何を提言
し、どのような行動を起こすだろうかと問いかける。そして、長期記録保存媒体としての
フィルムの価値を世界が認めている今、日本フィルムアーカイブの進むべき道を検証し、
終章でこれからの課題を挙げる。
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終章
　石原氏が掲げる、映画保存運動のこれからの課題
一．法定納入制度に代表されるような制度的かつ網羅的な映画収集の仕組みの実現
二． ナイトレートフィルムの適切な保存環境を整えることは、フィルムアーカイブ活動の

成熟度を測る基準になり得る
三．フィルムアーキビストの養成
四．フィルムアーキビストとアーキビストの交流による発展

所感

　著者は「映画法」の法廷納入制度を今後の映画保存のヒントとして挙げるが、以前研究
を進められた「図書館」の法定納入制度がフィルム保存に関して辿った歴史や認識との比
較において、論じられたものと、私は理解した。確かに「映画法」の強制力は、図書の法
廷納入制度には比べものにならない。しかし「映画法」が台頭した背景にある権力や社会
背景を考える時、その論点には様々な意見があると思う。石原氏の意図は必ずしも「映画
法」大賛成ということではないが、石原氏の本来の意図と読者の理解にズレが生じる恐れ
があり、石原氏には本著で、もう少し慎重な表現を選ばれた方が良いと思った。
　個人的には、失われた日本の映画フィルムの収集がある一方で、戦時中に日本人が海外
で奪った外国映画フィルムの行方が気になった。本来それを持つべき国に返還した例はな
いかと調べたら、やはりあった。時を超えてその故郷に返還される機会を与えられたこと
は、アーカイブズの正しい保存と管理の底力を示す。アーカイブズは、時空間を超えて、
過去、現在、未来の橋渡しするタイムマシンである。

おわりに

　大学 1 年～ 2 年の頃、ビデオ時代にもかかわらず、図書館で古い映写機とフィルムを借
り、定期的に病院の小児病棟で上映していたことを思い出した。丸い缶からフィルムを取
り出し、映写機にフィルムを取り付ける作業を子どもたちはジッと見つめ、映写機を恐る
恐る触ったりした。部屋を暗くしたときの空気、静寂の中でフィルムが回り始める音、秒
読み画像、巻き戻しの最後にフィルムの切れ端が映写機に当たる音、重い病気に苦しむパ
ジャマ姿の子らを膝に乗せて一緒に楽しんだ記憶が本書を読んで、色鮮やかによみがえっ
た。
　ミロのビーナスや唐招提寺の如来形立像（重文）のごとく、欠損があっても、ありのま
まの姿が私たちに語りかける。国立映画アーカイブは、長期保存と再生の可能性を秘めた
現物を未来に伝承すべし、と呼びかける。最後に私も呼びかけよう。「映画フィルムを捨
てないで！」と。
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報告

米国オハイオ州グリーン郡のアーカイブズ活動
The activities on archives in Greene County, Ohio, USA

筒井 弥生
Yayoi Tsutsui

1　はじめに

　2018年 8 月、アメリカ・アーキビスト協会（the Society of American Archivists以下
SAA）年次大会参加途上、オハイオ州イェロースプリングズ（Yellow Springs, Ohio）で
6 日間を過ごした。その目的は、昨夏一日で訪問したウィルミントン大学平和資料セン
ター1）と国立米空軍博物館2）を再訪、また平和資料センター長であるタニヤ・マウス博士
とその近隣の友人でアーティストのミギワ・オリモ3）氏との再会を果たすことにあった。
このお二人との出会いは、思いがけないもので、渡邉英徳4）氏に空軍博物館へどうやって

1――Peace Resource Center at Wilmington College, https://www.wilmington.edu/the-wilmington-
difference/prc/  Director： Dr. Tanya Maus

　以下すべてのURLの最終アクセス日は2018年12月 1 日である。
2――National Museum of the US Air Force, https://www.nationalmuseum.af.mil/ 
3――Migiwa Orimo, https://migiwaorimo.com/home.html
　2018年 9 月から12月　アンティオーク大学で展覧会
　“Nuclear Fallout： The Bomb in Three Archives at Antioch College”を開催
4――渡邉英徳東京大学教授, http://www.iii.u-tokyo.ac.jp/faculty/watanave_hidenori　当時は首都大学准教授
で、ハーバード大学客員研究員であった期間中に、マウス博士とともに「日米・高校生平和会議」を開催し
た。

図 1 ──グリーン郡
（ウィキペデイアより）

図 2 ──アメリカ合衆国オハイオ州
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行ったかを尋ねたことをきっかけに、マウス博士を紹介していただき、また昼食に案内さ
れたカフェで日本人の、後で旧友の親友とわかるオリモ氏に出会ったという次第である。
とても偶然とは思えない、と感じて、両機関への再調査のため、今回の滞在を計画した。
お二人とも非常にお忙しい身であるにも関わらず、単身で訪れた私をこの上なく心に懸け
てくださった。滞在中は、上述の二機関やミュージアムのほか、以下に挙げる機関を訪問
した。いずれも、事前の連絡はしなかったにもかかわらず、大変親切に対応してくださっ
た。アーカイブズ機関の在り方として、興味深く、ここに紹介させていただきたい。

2　グリーン郡レコード・センター・アンド・アーカイブズ5）見学

2．1　グリーン郡レコード・センター・アンド・アーカイブズ概要
　宿泊先のイェロースプリングズは、グリーン郡（Greene County）に属する村になる。
郡と訳されるカウンティは、州の次の行政区画である。オハイオ州には、88の郡があり、
グリーン郡はそのひとつで、成立は1803年である。郡のアーカイブズは、郡庁所在地のジー
ニア（Xenia）市に所在する、グリーン郡レコード・センター・アンド・アーカイブズで、
郡の設立時からの記録を保存し、利用に供している。
　郡庁舎からは少し離れた、元は小さなショッピング・センターの店舗だったようなとこ
ろに、グリーン郡レコード・センター・アンド・アーカイブズはある。予定にない訪問で
事前連絡もしなかったが、日本から来たアーキビストであると受付で説明した。
　レコード・マネージャー/アーキビストの肩書をもつロビン・ハイス（Robin Heise）氏
はちょうど出かけるところで、このときは名刺の交換だけだったが、のちに掲載写真の許

5――オハイオ州グリーン郡、“Archives” http://www.co.greene.oh.us/120/Archives
　アーカイブズの使命とコレクション紹介が書かれている。

図 3 ──訪問先とデイトン国際空港、国立空軍博物館、ウィルミントン大学をプロット
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諾にあわせて様々な情報提供と励ましをくださった。そ
して、パブリック・アウトリーチ・コーディネータとい
う肩書のメリッサ・ダルトン（Melissa Dalton）氏が収
蔵庫など一般の人は入れないところまで案内してくださ
り、さまざまな資料を説明、また運営について話してく
ださった。
　建物の入り口すぐにはその使命宣言書が掲げられてい
る【写真 4 】。「記録と情報課（office）の使命は、グリー
ン郡レコード・センター・アンド・アーカイブズにあっ
て、郡の全ての課に対して、その記録の管理、リテンショ
ン6）、処分、保管、保存を助言・支援し、永続する歴史
的証拠的価値をもつ記録のために環境制御した空間を提
供する。課はまた、現在と未来の世代のグリーン郡の住
民の使用のために、課に信託されたそれら公記録を利用できることアクセスできることの
確保にコミットする」とある。
　入り口からもう一つのドアをあけると受付カウンターがある【写真 5 】。カウンター上
には調査の手引きが置かれている【写真 6 】。数名が閲覧していて、スタッフが閲覧者に
資料の探し方をサポートしていた。
　まず、こちらへいらっしゃい、とカウンターからみて奥にある収蔵庫に案内された。そ
こには手回しの集密書架が中央に設置されている。ここに、1803年からの記録がある。収
蔵棚には裁判所の遺言検認書、選挙委員会の記録、監査人の税リスト、ジャーナル、死亡
の記録、結婚の記録が製本されて並んでいた。監査人については、議事録などもある。子

6――グリーン郡のリテンション・スケジュール、http://co.greene.oh.us/DocumentCenter/Index/442

写真 1 ──アーカイブズの入口 写真 2 ──入口を入ったところ
（�古い金庫の上に公衆トイレはな

いという表示）

写真 3 ──写真 ２ の左手

写真 4 ──使命宣言書
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供サービスなどの各種ニューズレターもあった。マイクロフィルムも多数保存されている。
　特徴的なのは地図と写真類で一部は壁面に飾られている。ニクソン大統領が訪問したと
きの写真も掲示されていた【写真10】。これらの目録は、閲覧室に備えられ、Web上で公
開されている7）。

7――インベントリー、http://co.greene.oh.us/DocumentCenter/View/6250/Records-Inventory-PDF?bidId=
　オンライン・リソースでデジタル化画像が見られるものもある。
　http://www.co.greene.oh.us/948/Online-Resources　

写真 7 ──収蔵庫内（一般は立ち入れない区域） 写真 8 ──集密書架 写真 9 ──書架内

写真10──ニクソン大統領訪問写真 写真11──壁面に掲示された地図

写真 5 ──入口から 2 つ目のドア内のカ
ウンター（奥から入口に向かって撮影）

写真 6 ──カウンター上の調査の手引き
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　ブログ8）によると、このアーカイブズ・プログラムは1996年に開始された。それまで永
年保存記録は考えうる様々な空間にいろんな形やサイズの箱に入れて置かれていた。なか
でもカウンティ裁判所の時計塔にハトの糞にまみれて古い記録が詰め込まれていた。1996
年に市民にアーカイブズが公開された。そのときの建物から、構造的問題で2011年に移転
を余儀なくされた。

2．2　保存とデジタル化について
　記録保存にはあくまでマイクロフィルムを利用する【写真12】【写真13】。利用が多く見
込まれる記録については、デジタル化しオンラインでの閲覧を可能としている。
　地図の古いものはマイラーで覆い、フラットにして引き出しに収められている【写真
14】。
　収蔵庫内には最近購入したばかりという温湿度データロガーが置かれていた【写真16】。

8――“Out of the Clock Tower”, http://www.co.greene.oh.us/Blog.aspx?CID=1 

写真12──マイクロフィルム収蔵棚

写真14──地図用引き出し内に古地図とマイラー

写真13──マイクロフィルムリーダー

写真15──地図用の引き出し内の地図
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　最初にアーカイブズが入った建物は解体された。その建物の部材を保存し、壁面に展示
している。また時計台の針は、裁判所にあったもので、トルネード被害ののちにこちらに
収められた。ステンドグラスと鉛ガラス・パネルは、歴史的建造物で最近取り壊された孤
児院（the old Children’s Home）にあったものである。
　このほかにもさまざまなモノ資料がそこここに説明のプレートと共に置かれている。

写真16──新規購入のデータロガー他

写真19──歴史的建造物の部材の壁面展示

写真22──モノ資料の棚

写真17──空調制御

写真20──時計塔の針

写真23──モノ資料

写真18──消火器

写真21──鉛ガラス

写真24──マスコット
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2．3　個人情報について
　先に述べたように、所蔵資料には、出生記録、死亡記録、結婚の記録などがある。例え
ば、出生記録は1909年までの記録が公開されている。それ以降の記録は原課にあたるのだ
ろうか、グリーン郡複合保健地区（Greene County Combined Health District）にあると
説明されている。すなわち出生記録の公開は100年以後ということである。こういった記
録を用いての調査研究も奨励している（ブログ参照）。
　後日、個人情報保護についての質問を口頭で投げかけてみたところ、次の回答が得られ
た。
・ すべての記録を公開しているわけではない、未来永劫公開しない資料もなかには存在する。
・ どのような資料が永久非公開にあたるかは、郡による。
・ グリーン郡の場合は、機密文書を含むすべての所蔵資料が載ったマスター・リスト
“master index”と公開用のリスト”public index”をもっていて、閲覧者には、非公開
になっている資料についてはわからないようになっている。例えば、養子に関する資料
がその例だが、生物学的親や本人には開示する。また精神病については、100年間非公
開としている。

　上記の回答をふまえて、SAAの方針を確認した。SAAはアーカイブズとアーキビスト
の価値と多様性、その永続的価値のある記録を保存する重要な仕事を促進する使命をもち、
その目標に到達するためアドボカシーと公共政策委員会（のちに公共政策委員会）を2013
年に設置した。SAA公共政策委員会は、個人情報の公開基準について、連邦政府記録に
ついてであるが、個人情報の秘密保持について提言（Issue Brief）している9）。そこでは、
まずプライバシーがすべての人々に享受される基本的権利であることをうたっている。同

9――SAA the Committee of Public Policy, “Issue Brief： Confidentiality of Private Information Held in 
Records of the Federal Government’s Executive Agencies”, https://www2.archivists.org/statements/
issue-brief-confidentiality-of-private-information-held-in-records-of-the-federal-governm　

写真25──死亡記録 写真26──結婚記録
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様に公記録にアクセスできることも基本的権利である。この二つの権利のため、プライバ
シーの権利は死亡によって終わることを確認、10年毎の国勢調査の個人記録は72年間非公
開、法廷のFBIに対する個人情報保護のため100年ルールの適用の確認などをおこなって
いる。つまり、生まれて100年で死亡したと推定できるとして個人特定情報を含む記録を
生後100年で公開可能としていて、グリーン郡の方針も概ねこれに則っている。オハイオ
州には、郡アーキビストとレコード・マネージャーの協会があり、ここでもマニュアルや
方針の策定を行っている10）。

2．3　教育プログラム
　さて、SAA大会に参加する予定を伝えると自分たちもワークショップをする、という。
スケジュールを調べると、水曜日の午後、NAGARAのプログラムで教育のワークショッ
プを行う11）ことがわかる。参加には75ドルを要する。どうしても出なければならないセク
ション・ミーティングと重なってしまったので、参加はあきらめたが、はじまる前に立ち
寄り、お礼を申しあげて、ワークショップで使う出前授業用の教材を見せてもらった。地
図や記録文書が用意されていた。教材は（誕生記録、南北戦争の記録、死亡記録、被選挙
役人、奴隷解放記録、結婚記録など）どれもオンラインで入手可能とのことである12）。近年、
一次資料を用いての教育は大変注目されている。この教育プログラムは、2016年の
NAGARAの優秀賞はじめ数々表彰されている。
　別れ際、ありがたいことに、わからないことがあったらいつでもメールで尋ねなさいと
いう言葉をいただいた。米国の州アーカイブズ、市アーカイブズはいくつか見てきたが、
郡アーカイブズを見学したのは、今回がはじめてで、郡の権限が州毎、郡毎に異なること
を、またアーカイブズの設置状況も郡によって異なることを知った。グリーン郡の記録が
1996年にできたアーカイブズによってきちんと整備されていること、その教育プログラム
が大変充実していることを学びえたことは幸運であった。

3　グリーン郡ルーム13）

　グリーン郡には 7つのコミュニティ図書館があり、それぞれ特化した役割をもってネッ
トワーク化をはかっている、と到着した日に訪問したイェロースプリングズの図書館で聞

10――County Archivists & Records Managers Association （CARMA）　https://www.ohiohistory.org/learn/
archives-library/state-archives

11――SAA、“大会スケジュール”　https://archives2018.sched.com/event/ETbV/bringing-history-home-
educational-outreach-using-local-government-records

　NAGARA：The National Association of Government Archives and Records Administrators政府アーカイ
ブズ記録管理者全国協会、“プレ・ワークショップ：歴史を家庭に持ち帰る　地方政府記録を使っての教育
アウトリーチ”　https://www.nagara.org/Public/Events/Event_Display.aspx?EventKey=0cdb92f8-ce30-
4f2b-8a5b-bc8ab1a32520&iSearchResult=true&WebsiteKey=f614a8de-d008-443d-ab9e-6682b9a7a96f

12――オハイオ州グリーン郡、“教育者リソース”　http://www.co.greene.oh.us/1079/Educator-Resources
13――グリーン・カウンティ公共図書館、“Greene County Room” https://greenelibrary.info/locations/g/
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いた。視聴覚資料に強いところ、会議室やスタディ・ルームをもっているところ、スキャ
ナ－が使えるところなどである。なかでも、ジーニアのコミュニティ図書館の 2 階には、
3D プリンターはじめさまざまな機器類があり、子供向けワークショップを行っている
Spark Placeという部屋がある。そして、グリーン郡ルームがある。そこには、地域の歴
史と系図学（genealogy）情報が集められていて、南西オハイオ最大のコレクションとなっ
ている。家族史の記録やローカル新聞、追悼記事がある。
　訪問時、カウンターには 3 人坐っていた。そのうちの一人がまず、コンピュータを使っ
ての目録やオンライン・リソース14）の調べ方を教えてくださった。ルームでは、系図調べ
のために、ファミリー・サーチはじめ郡内外のさまざまなオンライン・リソースにアクセ
スできる。利用にはライブラリー・カードが必要で、オハイオ州の住民は無料だが、州外
の場合は年間25ドルかかる。
　また開架になっている書棚（一部集密書架）やケースをひとつひとつどんな資料がある
か、説明してもらった。追悼記事は今も毎週切り抜いて、カードに貼り、保存用のビニー
ルで覆い、アルファベット順に木製のカードボックスに入れている【写真31】【写真32】【写
真33】【写真34】。グリーン郡の公記録はマイクロフィルムで提供している。地図は引き出
しにあった。また、作業机でスタッフがどのような作業をしているかも聞いた。
　個人情報については、まったく気にしている様子はなかった。それもそのはずで、いず

14――グリーン・カウンティ公共図書館、“History & Genealogy” https://greenelibrary.info/resources/
history/ 

写真27──閲覧スペ―ス

写真31

写真28──目録用
PC

写真32

写真29──書架と
監視カメラ

写真33

写真30──マイク
ロフィルム資料と
マイクロリーダー

写真34──追悼記
事　1985年追悼記事　2016年

132



報告｜米国オハイオ州グリーン郡のアーカイブズ活動｜筒井 弥生

れも新聞記事やアーカイブズ資料など公開情報だからである。箱が積みあがっていて、未
整理資料も見られたが、驚くべき情報量を惜しみなく提供していた。

4　グリーン郡オハイオ歴史協会15）

　グリーン郡オハイオ歴史協会は三つの建物を管理し、ミュージアムとして公開している。
一つめは、1870年代に建てられたアン女王様式の家で、ビクトリア朝の内装を復元してい
るのでビクトリアン・タウン・ハウスとしている【写真39】。二つめのギャロウェイの丸
太小屋は、1798年に建てられた小屋で、この辺りで現存する最古の建物である【写真40】。
三つめのブラントレー・キャリッジ（馬車庫）・ハウスは、19世紀の交通に使われたムー
アヘッド・キャリッジ・ハウスを模して1990年に建てられた。 3 層の展示スペースがあり、
初期の農業、雑貨屋、牛乳販売店、鍛冶屋、牢屋、印刷屋、煙草屋、（黒人奴隷を逃すた
めの）アンダーグラウンド鉄道、郡の著名なスポーツ選手などが展示されている【写真
41】。また建物の外には、廃線になった鉄道の踏切信号【写真42】などがあった。一人で
受付にいらした方の著作16）がショップで販売されていたので購入、署名をいただいた。

15――グリーン郡オハイオ歴史協会、”Greene County Ohio Historical Society”
　https://sites.google.com/site/greenehistoricalsociety/
　Facebook https://www.facebook.com/Greene-County-Ohio-Historical-Society-250788375827
16――Catherine Kidd Wilson, Historic Greene County: An Illustrated History, 2010, Historical Publishing 

Network. 

写真35──地図

写真39──ビクトリアン・タウン・ハウス 写真40──ギャロウェイの丸太小屋

写真36──図書 写真37──作業机 写真38──カウンター
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5　アンティオーク大学17）のアーカイブズ

　アンティオーク大学は、1852年に創立されたイェロースプリングズにある私立のリベラ
ルアーツカレッジである。初代学長のホラス・マン（Horace Mann）は奴隷制度や死刑
の廃止を訴えた教育家（マサチューセッツ州の公教育制度を改革し、公教育の父と呼ばれ
る）である。イェロースプリングズは、そのためか大変リベラルなところで、周辺区域に
トランプ支持者が多かったことと対照的である。第二次大戦中に、良心的兵役拒否者がい
たり、収容所の日系人子女のために教育機会を提供したと聞いた。（収容所が閉鎖された後、
困窮を極めた日系人に住む家と仕事を与えたのもイェロースプリングズの篤志家であった
という。）
　マウス博士と知り合いで偶然大学図書館前でお会いしたスコット・サンダース（Scott 
Sanders）氏が大学アーカイブズのアーキビストである。夕刻にもかかわらず、図書館 2
階にあるアーカイブズのすべての部屋を案内してくださった。
　前任者はライブラリアンを経験した方で、資料毎にその内容を記載した黄色いメモが付
されている。メモには主題、内容、典拠が記されている。このドキュメンテーションはそ
のまま継承している、という。シェレックの録音レコードがカビてしまってどう再生した
ものか、という悩みも話してくださった。これに対しては、日本でレーザーを利用した非
接触の再生機が開発されたが、最近ではNEDCCがこの需要に応えている18）ことを話した。
　収蔵庫内には学生たちの集合写真もそのまま重ねられて置かれている。本学にはマーチ
ン・ルーサー・キング牧師の夫人はじめ錚々たる卒業生もいる。その記録は膨大で、開学
当時からの記録文書や写真、モノ資料が所狭しと置かれていた。教育と実務を交互に行う

17――アンティオーク大学、”Antioch College” http://www.antiochcollege.edu/
18――NEDCC　North Document Conservation Center、”Audio Preservation” https://www.nedcc.org/

audio-preservation/irene
　オーディオ媒体を超高解像度画像それも2Dや3Dで撮影し、その画像ファイルを音声ファイルに変換するソ
フトウェアによって処理して音声を得る。ローレンス・バークレー国立研究所と議会図書館が10年かけて開
発した。SAA大会の展示でもデモをおこなっていた。

写真41──ムーアヘッド・キャリッジ・ハウス 写真42──屋外の踏切跡
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というコーポラティブ教育（クリーブランド州立大学アーカイブズでこの教育スタイルに
ついて聞いていた）はこのアンティオーク大学が発祥であること、大学隣地の保護地区の
こと、戦時中の日系人の教育などさまざまなエピソードを伺うことができた。また、学長
邸にあったアンティーク家具を預かっている理由も聞いた。
　伺った時には、学生が相談にやってきていたが、その対応をし、この多様で大量のアー
カイブズ資料をアーキビスト一人で管理している。

6　おわりに

　上記に挙げたアーカイブズ機関の訪問は、現地に着いてから、そこで得られる情報と
Google地図をもとに、マウス博士、オリモ氏に相談して、決めた。訪問自体は一人で行っ
た。このような形の短時間の訪問であるにも関わらず、各機関の方々には大層親切に対応
していただき、アーカイブズ機関の在り方を考える大変良い機会となった。米国のアーカ
イブズは原則公開で、著作権はパブリック・ドメイン、どんどんオンラインで公開してい
ることなどを当然と考えていたが必ずしもそうではないところもあることがわかった。と
くに郡アーカイブズの二重の目録の存在や、アンティオーク大学の古色蒼然としたアーカ
イブズに宿る活気に新鮮に驚いた。どのアーキビストも突然の日本からの訪問者に懇切に
接してくださったことが何より印象深く、ありがたかった。またこの体験をマウス博士、
オリモ氏とも共有、アーカイブズ観を深めることができた。
　今後さらにオンラインのリソースを調査し、また歴史的背景を分析して、担当者と連絡

写真43

写真49

写真44

写真50

写 真45── フ ァ イ リ ン
グ・キャビネット

写真47──写真資料

写真46──ファイル内の
資料と黄色いカード

写真48──家具

レコード　　

閲覧室内

135



GCAS Report Vol.8 2019　学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻

をとって知見を広げていきたい。
　尚、本報告は、米国への渡航費にJSPS科研費JP15K00467の助成を受けた。ここに感謝
とともに記す。
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報告

CBCテレビ1）所蔵松平頼則氏関連資料調査
Research of materials related to Yorituné Matudaïra conserved in CBC 
television Co., LTD.

那須 聡子
Satoko Nasu

1　概要

（1）経緯
　調査者が松平頼則氏の自宅で資料調査を行った際に見つけた楽譜の情報から、その楽譜
に書かれた音楽がCBC（中部日本放送、以下CBCと記す）で制作したテレビドラマ『東
芝日曜劇場　祇園花見小路』のために作曲されたものであることを知った。
　頼則氏とCBCとの関連性に関する調査で、国立国会図書館所蔵のCBC所有楽譜に関す
る『中部日本放送図書目録　楽譜』（1990）（以下『楽譜目録』と記す）を参照した。この

『楽譜目録』には、西洋の古典的な作曲家たちの作品ばかりではなく、第二次世界大戦後
に日本の音楽界を索引していた日本人作曲家たちの名前と作品が多く記載されている。さ
らに、調査者が調査対象としている頼則氏が作曲した作品も掲載されていたことから、ま
ず、頼則氏のご子息である松平頼暁氏に当該目録に掲載されている作品の情報を求めた。
しかし、頼暁氏は当該作品についてはご存知ではなかったため、当該目録の奥付に記載さ
れている編集・発行元のCBCに直接問い合わせた。その結果、頼則氏の作品数点の存在
とCBCが1950年代から1960年代にかけて自社で制作した番組に音楽を提供する目的で独
自の管弦楽合奏団と合唱団を所有していたこと、CBCで音楽活動プログラムを企画・制
作し、邦人作曲家への作品委嘱、演奏、録音、放送をしていたこと、このような邦人作曲
家による作品を外部組織が企画した芸術祭等に応募していたことの情報を得た。
　以上の情報から、調査者は現在CBCテレビが所蔵している資料には頼則氏自宅には所
在していないと思われる資料が含まれていると推測し、それらの現状と資料の内容を把握
するためにCBCでの現地調査を希望した。さらに、CBCの音楽活動に関する諸事項は、
日本における戦後の音楽史では言及されていないため、日本の音楽史においてCBCの音
楽活動を理解し、その活動の中で松平頼則氏の作曲活動との関連をも調査する必要がある
と考えた。

1――CBC（中部日本放送）はこれまで頻繁に組織改編を行っており、その度にプログラムの企画や番組制作
の担当部署の名称、資料の保管担当部署の異動がみられる。このため本報告では、資料の所蔵先と本報告へ
の資料の提供に関する事項は「CBCテレビ」とし、諸プログラムの企画や番組制作等に関する事項には「CBC

（中部日本放送）」と記載する。
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（2）資料作成者とCBC所蔵松平頼則氏資料の時代的背景
　本調査で対象としている資料の作成者松平頼則（1907-2001）氏は、「日本の現代音楽の
創始者」（Kanazawa and Herd 2000：132）として評価されている作曲家である。彼は
1920年代後半よりピアニストとして活動を開始するとともに、フランス新古典主義の要素
と日本各地の民謡による旋律を取り入れた作品を作曲した。1935年以降は作曲活動に専念
し、初期の作品傾向は次第にセリアリズムと日本の伝統音楽にみられる音楽的・形式的要
素を融合した作品へと変遷していく。彼の代表作の一つともいえるピアノと管弦楽のため
の《主題と変奏》（1951）が国際現代音楽祭に入選して以降、海外で彼の作品が取りあげ
られるに従い、日本でも評価が高まる。CBCに所蔵されている頼則氏の作品は、彼が国
内外の音楽団体から作品委嘱を受け、初演される機会が増えた時期に書かれたものである。

（3）目的
　本調査は、CBCテレビ所蔵の頼則氏関連資料がどのようなものか、そしてそれらの資
料が頼則氏の自宅に所在している資料とどのような関係があるのかを把握するため、資料
の現状とその内容を把握すること、前述の『楽譜目録』に掲載されている楽譜以外に頼則
氏に関連した資料の有無を把握することを主な目的とした。

2　現地調査日程概要

　調査者が現在行っている研究テーマと調査目的、閲覧希望資料をCBCに伝えたところ、
下記の日程で閲覧許可をいただいた。

（1）場所
　中部日本放送株式会社（〒460-8405　名古屋市中区新栄1-2-8）
　担当部署：総務部（ご担当者：加藤詩乃氏）

（2）日時
　 7 月 9 日（月）　11時～18時
　 7 月10日（火）　10時～17時45分

3　方法

　本調査では、事前に電子メールにて資料の所在を問い合わせ行った際の回答として、ご
担当の加藤氏に資料の画像データ数点とCBCテレビ所蔵資料に関する情報をいただいた。
これらの情報と『楽譜目録』での記載事項とを合わせ、楽譜、視聴覚資料、社報、CBC
レポート、芸術祭授賞式録画資料、その他頼則氏関連資料の閲覧希望を申し出た。
　調査に赴くと、すでに閲覧室の机の上に資料が準備されており、デジタルカメラで随時、
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資料を撮影しながら、ISAD（G）の記述内容を応用したエクセル・フォーマットに資料
情報を入力した。

4　結果

（1）資料の保管状況
　頼則氏の自筆譜はその他の作曲家の作品とともに、CBC内にある総務部社史資料室内
に設置されている鍵付きのスチール製のロッカー内に保管されている。これらの楽譜は、
製本された状態または、楽譜が作成され、演奏の際に使用されたと推測できる状態のまま、
まとめて茶封筒に入れられている。楽譜それぞれには管理番号が付与されているが、パー
ト譜の個々の譜面には管理番号がつけられていない。CBCで所蔵されている楽譜は目録
が準備されているため、当該目録からも楽譜のタイトルを把握できるようになっている。
　CBCによる作品製作の企画意図などを記した台本は社史資料室内の開架式の書棚に配
架され、写真はイベントごとに、視聴覚資料はCBC内にある専用の保管室（放送資料室）
にまとめて管理されている。

（2）所蔵資料
　CBC所蔵の松平氏資料とその関連資料の情報と概要を資料の形態ごとに記載する。
1 ）CBC所蔵松平頼則氏執筆資料
　総務部社史資料室で保管している頼則氏の活動の中で作成され、その後CBCに所蔵さ
れた資料の諸情報とその概要を記す。
①楽譜
　CBCが所蔵している頼則氏が作曲した楽譜は、すべて自筆譜である。
　《古代歌謡“風俗”による独唱とコーラスとオーケストラのためのコンポジション》
　 　総譜は製本されているが、パート譜はCBCの社名が印字された茶封筒にまとめて入
れられている。総譜とパート譜は同じロッカーに置かれていたものの、それぞれの楽譜
の機能は認識されずに今日まで保管されていたと思われる。

　 　総譜にはスケッチや作品構成の変更点などが記載され、パート譜には演奏者が記入し
たと思われる演奏上のメモ書きが随所にみられる。

　 　管理番号は総譜にのみ付与されているため、本来用意されていたパート譜全体の種類
と総数は不明である。

　《神楽》
　 　当該作品は製本されない状態で茶封筒に収められているため、封筒内の楽曲すべてで

一作品なのか、それぞれの楽曲が一作品なのか不明瞭であった。『楽譜目録』では一作
品ずつ記載されているが、本報告では現時点で当該楽譜群が同じ封筒に入れられている
ことから、封筒に記載されているタイトルを主要作品タイトルとみなし、同封の他のタ
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イトルをもつ作品は主要作品を構成する楽曲とした。
　 　それぞれの楽曲の楽譜は 2 部ずつあり、それらの楽曲が記譜されている五線紙は無記

名のものとCBCの社名入りのものにそれぞれ書き分けられている。
　　《神楽》と記載されている封筒に同封されている楽曲は以下の通りである。
　　〈神楽（前奏）〉、〈神楽“庭燎”〉、〈短歌朗詠（前奏）〉、〈短歌朗詠No.1〉、
　　〈短歌朗詠No.2〉、〈詩朗詠（前奏）〉、〈詩朗詠〉、
　　〈催馬楽“蓆田”（催馬楽（前奏）―催馬楽“蓆田”）〉、〈催馬楽山城〉

　《�L'Arc-en ciel：Composition fantastique pour radio d'après les tableaux de 
Marc Chagall（虹――マルク・シャガールの絵画によるラジオのための幻想的コン
ポジション）》

　 　当該楽譜は自筆譜の複写であり、製本されている。当該作品は『楽譜目録』に掲載さ
れていない。

2 ）CBCの企業活動における松平頼則氏関連資料
　CBCに所蔵されている頼則氏の活動に関係のある資料とその概要を記す。
①台本・企画意図
　『�第十六回芸術祭音楽部門参加作品　古代歌謡「風俗」による独唱・コーラス・オーケ

ストラのためのコンポジション』
　『�芸術祭参加作品〈CBC制作〉ラジオのための幻想的コンポジション――彩られた翼』

（1964）
　『�第19回文部省芸術祭参加作品　ラジオのための幻想的コンポジション虹の反映中部日

本放送』
　 　どれもCBCにより芸術祭に応募するために作成された冊子である。当該作品の企画

意図や放送日、スタッフ名などが記載されている。なお、上記 2 点目と 3 点目は、装丁
とタイトルは違うが同じ内容が記述されている。加藤氏によると、 2 点目は草案で 3 点
目が確定版とのことだった。

②視聴覚資料：オープンリール
　『《古代歌謡「風俗」による独唱・コーラス・オーケストラのためのコンポジション》』
　『1966年イタリア賞参加《ラジオのための幻想作品「虹」》』
　 　前者には台本が、後者には番組構成を示すCue Sheetが同封されており、前者は芸術

祭応募のために麹町スタジオで録音されたものである。本調査では視聴できなかったが、
記録が消失していなければ、当該作品の唯一の演奏記録とみられる。
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③写真
　「�［CBC写真資料《古代歌謡「風俗」による独唱・コーラス・オーケストラのためのコ

ンポジション》の録音風景］」（1961年撮影）
　　『中部日本放送50年のあゆみ』（2000）p. 61にも使用されている。
　「�CBC写真資料　芸術祭賞受賞作品（写真タイトル：芸術祭“古代歌謡・風俗”）」（昭

和37年 1 月22日受賞）
　「CBC写真資料　芸術祭受賞　記念パーティ」（1965年 1 月28日撮影）
　　当該写真には、松平頼則氏が写っている。
　「CBC写真資料　芸術祭　賞状と楯」（1965年 1 月22日撮影）
　 　当該写真は芸術祭受賞の際に授与された賞状と盾のみが写されているが、芸術祭関連
として記述する。

④発行物
　以下では、特に松平頼則氏や芸術祭で応募された彼の作品について触れているものや、
芸術祭に関する動向がわかるものを挙げる。
　『CBCレポート』
　　「�賑わった“芸術祭道路”――和洋合奏の露骨な素材主義（芸術祭特集《選考総評》〈音

楽部門〉）」（大木正興著、1962年 2 月号、pp. 12-14）
　　「�力強さにいま一歩――入賞作品にそれぞれの特色（芸術祭特集《選考総評》〈合唱曲

コンクール〉）」（津川主一著、1962年 2 月号、p. 14）

　『中部日本放送社報』
　　「�芸術祭参加作品決まる　意欲あふれる傑作を揃えて」（R放送部長著、昭和36年10月

1 日（第112号）、p. 7）
　　「�CBCの快記録　芸術祭にトリプルクラウンを獲得　歴史がものを　実力を発揮　こ

の大量入賞は放送界の新記録」（岡山泰著、昭和37年 1 月 1 日（第115号）、pp. 4-5）
　　「�栄光CBCに輝けり　第16回芸術祭賞授与式行なわれる」（昭和37年 2 月 1 日（第116

回）、pp. 4-5）
　　「芸術祭参加作品」（著者不詳、昭和39年 8 月 1 日（第146号）、p. 1）
　　「�芸術祭参加番組ラジオでは三本決定」（著者不詳、昭和39年 9 月 1 日（第147号）、p. 4）
　　「�ラジオもテレビも芸術祭賞をとるCBCここに在り堂々と示す王者の貫禄」（著者不詳、

昭和40年 1 月 1 日（第151号）、p. 3）
　　「一月の社内メモ」（著者不詳、昭和40年 2 月 1 日（第152号）、p. 8）
　　「第19回芸術祭授賞式行なわれる」（著者不詳、昭和40年 2 月 1 日（第152号）、p. 1）
　　「芸術祭入賞記念に七宝製の銘々皿」（著者不詳、昭和40年 3 月 1 日（第153号）、p. 7）
　　「�CBCラジオ放送前にステーションブレーク音楽」（寺井昭治著、昭和40年 5 月 1 日（第

155号）、p. 4）
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　　「�イタリア賞コンクール“虹”を出品」（著者不詳、昭和41年 7 月 1 日（第169号）、p. 1）
　　「放送の文化遺産の保存と活用を」（寺井昭治著、昭和62年 3 月（第418号）、p. 10）

⑤その他
　演 奏会プログラム「文部省主催第16回　芸術祭賞受賞披露公演」（開催概要：1 月25日（木）

6 時半／愛知県文化会館／主催＝中部日本放送）
　演 奏会プログラム「CBC創立65周年記念事業　特別公演宮内庁式部職楽部――重要無

形文化財　雅楽――東遊と管絃」（開催概要：平成27年 5 月17日（日）／日本特殊陶業
市民会館フォレストホール／主催＝CBCテレビ）

　 　これらの演奏会では頼則氏の作品は演奏されなかったが、芸術祭受賞作品として紹介
の記事が掲載されている。

　芸術祭授賞式の映像
　 　1962年、第16回芸術祭授賞式の映像資料。本調査では、加藤氏がCD-ROMに複製を

作成してくださっていたのを閲覧した。映像には授賞式のほか、祝賀会の様子も記録さ
れ、頼則氏、山井基清氏の姿も認められる。

　ライブラリ詳細リスト「東芝日曜劇場　祇園花見小路」
　 　CBCテレビで保管している当該番組の管理状態と作品の概要が記載されている。

5　考察

（1）松平頼則氏資料
　CBCテレビが所蔵している松平頼則氏の作品情報はいずれも、頼則氏自身が音楽専門
雑誌『音楽芸術別冊日本の作曲20世紀』（1999）に掲載するために作成した作品表に掲載
されておらず、JASRACにも著作権登録されていない。また、芸術祭入賞作品について触
れているのは、音楽専門雑誌『音楽芸術』の臨時増刊号での年度内に行われた各種音楽祭
等の受賞作品をまとめた一覧のみである。その一覧においても作品名、受賞者が掲載され
ているにすぎない。さらに、作曲者自身やその他の著者により執筆された記事や論文など
でCBCの音楽活動に提供した作品についての言及も見当たらない。
　本調査で所蔵が明らかとなった松平氏の自筆譜は、製本されたり、封筒にまとめられた
状態で保管されていることから作品のほぼ全体を知ることができるものであり、頼則氏が
CBCに提供した作品を知るための唯一の資料となり得るといえよう。しかしながら、現
時点でCBCに提供されたこれらの作品に関する情報が、CBCテレビの所蔵する資料以外
の資料からは見受けられない。このため、例えば《古代歌謡「風俗」による独唱・コーラ
ス・オーケストラのためのコンポジション》の事例にみられるような楽曲構成変更に関す
る指示から推察しうる、実際に頼則氏が想定した楽曲の演奏順がどのようなものであった
のかという事実関係や当時これらの作品がどのような状況で委嘱され、演奏・録音され、
受け入れられていったのかといった社会的状況、さらにはCBCテレビに自筆譜が所蔵さ
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れるに至った経緯などを明らかにするためには、さらに演奏録音資料や社内記録等の調査
が必要となるであろう。

（2）その他のCBCテレビ所蔵資料
　前述したとおり、日本の音楽史では芸術祭に関する事項にこれまで触れてこなかった。
しかしながら、『CBCレポート』や『中部日本放送社報』では、芸術祭参加についてその
活動の発端から、作品委嘱の経過、作品の放送日、受賞、批評など、各段階の報告や記事
が月ごとに掲載されている。これらの記事には、企画を担当したプロデューサーや作曲家
の顔写真がしばしば掲載されていることからも、自社の活動と合わせて作曲家や音楽作品
にも関心があったことを伺わせる。さらには、芸術祭での多数入賞を記念して、記念演奏
会や祝賀会を開催したり、芸術祭受賞記念品を模した品を作成し、関係者に配布していた
ことから、芸術祭参加と受賞はCBCにとって重要なイベントの一つとして認識されてい
たと推察する。
　芸術祭参加のためのCBCの取り組みは社内発行物から知りうることができるが、CBC
が行った音楽活動の全体像とその活動の中で行われたそれぞれの活動、そしてそれらの関
連性の解明には、さらなる調査が必要であると思われる。

（3）資料同士の関連
　CBCテレビに所蔵されている資料には、長い年月の中で行われた社内組織改編による
資料の分散と文書の所在不明といった問題がある。このような資料の現状から、必ずしも
適切管理状況のもとで行われてきたとは言えない。本調査の対象とした資料にも、作曲家
への作品委嘱の経緯、自筆譜の所在の経緯、資料の取扱いといった、作品からだけでは読
み取れない情報を必要としていることが認められた。情報を補完するためには、頼暁氏と
作曲家平石博一氏が行っている明治学院大学附属図書館が所蔵する頼則氏の音楽関連資料
群整理作業と執筆者による頼則氏の自宅での資料調査の進展を待つ必要がある。
　しかし、資料同士の関連性が不明な事例は頼則氏の資料に限ったことではないだろう。
前述までの疑問を解決するためには、資料を所蔵している機関が資料の調査と整理を行い、
定期的に情報を更新し、資料を所蔵している他の機関と提携していくことが求められるの
ではないだろうか。

6　まとめ：今後の資料管理のために

　CBCが委嘱した作品以外の出版譜や自社の番組用に編曲した楽曲の多くは、平成に入っ
たころに名古屋音楽大学や他のアマチュア演奏団体に寄贈された。これらの楽譜は、経年
により、現在ではもはやそのコレクションの全体像を認識したり、資料そのものにアクセ
スすることができなくなっている。
　本調査で訪問した社史資料室には、CBCが委嘱した作品の自筆譜や台本、関連写真など、
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企画したプロジェクトに関連する資料が保管されている。当該資料室には、アーキビスト
やレコード・マネージャーといった専門員ではないが、担当職員が常駐し、利用者のレファ
レンスや資料の閲覧の要望に応えている。CBCが民間放送の第一人者として活動を開始し、
東海地方の主要な放送局としての役割を担ってきたことを踏まえると、CBCは自社の資
料体系を認識し、現在所蔵する資料全体の管理体制を今後考える必要があるだろう。他方
では、CBCが行ってきた特定分野に着目した研究も行われていることを踏まえ、該当分
野の研究にも対応した資料の管理体制や提供方法についても検討する余地があるだろう。
　本調査のきっかけとなった『東芝日曜劇場　祇園花見小路』に関するアーカイブズ資料
は、残念ながら現地調査実施中には見つけられなかった。しかし、本調査によって、現在
CBCに残されている楽譜やその他の関連資料は、CBCが独自の演奏団体を持ち活発に活
躍していた当時を証明してくれるものばかりであることが明らかとなった。これらの資料
は作曲家や音楽に関する研究や日本の音楽史全体のへの再認識に役立つことが期待できる
ばかりか、CBCにとっても重要な活動記録の一部であるという認識を新たにした。
　本事例は放送局における資料の在り方と現状を反映しているものと考え、放送局におけ
る資料管理とその発展に期待したい。

謝辞
　本報告は、CBCテレビよりご提供いただいた資料をもとに執筆いたしました。本調査
では中部日本放送株式会社総務部社史資料室ご担当の加藤詩乃氏に、資料所在の問い合わ
せから資料の閲覧、事後報告まで大変お世話になりました。加藤氏には、調査者が日々課
題としている日本人作曲家に関する音楽資料の公開と管理の問題などにもご理解を頂き、
貴重な資料を拝見させて頂きました。また、視聴覚アーカイブご専門の児玉優子先生には、
松平頼則氏自宅で見つけた楽譜の情報をもとに関連情報を検索し、ご提供していただきま
した。末筆ながら、心より感謝を申し上げます。誠にありがとうございました。
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当該現地調査の前段階として、加藤氏より以下の資料をご提供いただきました。

144



報告｜CBCテレビ所蔵松平頼則氏関連資料調査｜那須 聡子

【文書記録】
　「貴社調査資料部楽譜関係資料について（現況報告）」作成：1989年10月　作成者：名古屋音楽大学。
　「名古屋音楽大学への楽譜寄贈で岡本学長がCBCに感謝状」作成日・者：不詳
　CBC委嘱自筆譜リスト作成日・者：不詳

【画像】
　「CBC松平頼則氏関連資料写真」
　「古代歌謡「風俗」録音テープ写真」

【記事】
　1987年 3 月 CBC社報 No.418 P10 風俗についての回想
　1965年 5 月 CBC社報 No.155 P4 ステーションブレーク
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CBCテレビ所蔵松平頼則氏関連資料目録

声域・楽器用語一覧

自筆譜での表記 略語 邦訳
Alto Alt. アルト
Alto Vla. ヴィオラ［Viola］
Bass ― バス

Basson Fg. バスーン／
ファゴット

Castanettes ― カスタネット
Celesta ― チェレスタ
Chorus ― 合唱
Clarinette
en Si bémol Cla. クラリネット

（B 管）
Clarinette 
Basse en Si 
bémol

Cla. 
Basse

バス・クラリ
ネット（B 管）

Contrebasse C.B. コントラバス

Cor Anglais Cor 
Ang. コール・アングレ

Corno en Fa Cor ホルン（F 管）
Cowbell ― カウベル
Fouet ― 鞭
Glockenspiel / 
Jeu de 
Timbres

Glock. グロッケン・
シュピール

Grande Flute Fl. フルート
Harpe Hrp. ハープ
Hautbois Htb. オーボエ
Percussion Perc. 打楽器
Petite Flute

［Piccolo］ Pte. Fl. ピッコロ

Piano Pf. ピアノ
Saxophone 
Alto en Mi 
bémol

Sax. アルト・サクソ
フォン（B 管）

Soprano Sop. ソプラノ
Tenor Ten. テノール

Trampet en Ut Trp. トランペット
（C 管）

Tromborn Tbn. トロンボーン
Tuba ― テューバ
Violon Vln. ヴァイオリン
Violoncello Vc. チェロ
Wood Block ― ウッド・ブロック

凡例
◦ 当該目録は、調査者が2018年 7 月 9 日と

10日の 2 日間に行なった、CBCテレビ
所蔵資料の松平頼則氏関連資料調査をも
とにしている。

◦ 上記CBCテレビ所蔵資料調査結果に、調
査者が現在行っている頼則氏資料所在調
査の結果を反映させた。

◦ 記述方法は、国際アーカイブズ評議会
（International Council on Archives、略
称・通称「ICA」）が推奨する国際標準
記 録 史 料 記 述（General International 
Standard Archival Description、略称・
通称「ISAD（G）」）に従った。

◦ ISAD（G）に含まれる項目を、以下の
通り応用させた。

　 資料編成番号-枝番号　資料タイト
ル　作成者　作成年月日　資料形態／数
量　指定楽器　内容／その他の資料（挟
込み、同封資料等）備考

◦ 資料に記載されている漢数字はアラビア
数字に統一した。
◦ 頼則氏の資料で記載されている言語は、

日本語とフランス語のほか、音楽用語と
して一般に使用されるイタリア語とドイ
ツ語も随所に認められる。

◦ 楽器名の表記は参照した資料内の記述方
法に従いながらも、略語を用いるなどし、
統一した。

◦ 参照した資料に記載がなく、調査者の判
断で付与した内容は、［　］で示した。
◦ なお、当該調査ではそれぞれの資料に識

別子を付与せずに行った。従って、本目録
で記載されている資料番号は、本目録内
で資料を識別する役割を持つにすぎない。
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フォンド：CBCテレビ所蔵資料
サブ・フォンド1：所轄：―
シリーズ1：文化庁芸術祭受賞資料
参考文献
文化庁文化部芸術課編1976『芸術祭三十年
史本文篇』東京：文化庁。
――1976『芸術祭三十年史資料編・上』東
京：文化庁。
――1976『芸術祭三十年史資料編・下』東
京：文化庁。

サ ブ・ シ リ ー ズ1： 第16回　 昭 和36
（1961）年度
　当該回では、芸術祭賞ラジオ部門に 3 本、
テレビ部門奨励賞に 2 本が受賞した。この
受賞を祝い、授与式（ 1 月22日）や
　祝賀会（同日）、受賞披露公演（ 1 月25日）
が催された。

受賞作品
【音楽部門】
◦ 芸術祭賞：《古代歌謡“風俗”による独

唱とコーラスとオーケストラのためのコ
ンポジション》テキスト：山井基清／作
曲：松平頼則／合唱：CBC合唱団／演奏：
東京新室内管弦楽団／指揮：石丸寛放
送：11月28日（30分）

◦ 芸術祭賞：合唱曲《冬のもてこし春だか
ら》詩：三好達治／作曲／清瀬保二／合
唱：CBC合唱団／ピアノ伴奏：三浦洋
一／指揮：木下保

◦ 奨励賞：連篇歌曲《旅人かえらず》作：
西脇順三郎／作曲：岡本文弥ほか／演
奏：西本文弥、平井澄子ほか放送：11月
29日（30分）

【ラジオ部門】
◦ 芸術祭賞：ラジオポエム「おとうちゃん」

～日本の子供の詩による構成～
【テレビ部門】
◦ 奨励賞：東芝日曜劇場ドラマ「刑場」

1-1．松平頼則
101． 第16回芸術祭音楽部門参加作品　古

代歌謡「風俗」による独唱・コーラス・
オーケストラのためのコンポジショ
ン

　　 �中部日本放送株式会社（ラジオ）冊
子（ 1 冊）

　　  芸術祭参加時に作成したもの。演奏
時間、放送日、企画意図、作品概要
等を記載。

102． 古代歌謡「風俗」による独唱と合唱
と管弦楽のためのComposition

　　 ＊松平頼則氏の自筆譜（総譜）
　　  1 冊（56p., 40×30cm）一部セロテー

プで貼付け、剥がれ箇所あり作曲者
による訂正、修正、追加箇所あり挟
込み資料：冊子「第16回芸術祭音楽
部門参加作品古代歌謡「風俗」によ
る独唱・コーラス・オーケストラの
ためのコンポジション制作：中部日
本放送株式会社（ラジオ）」1 冊（12p., 
25×17cm）同目録101.と同じ。製本：
CBC製本表紙：「第16回芸術祭参加
作品古代歌謡風俗による独唱コーラ
スオーケストラのためのコンポジ

ション総譜」
　　  作品構成：Ⅰ．/Ⅰ．常陸爾波pour 

Ten. solo/Ⅱ．/Ⅱ．東道Bas.solo/Ⅲ．
/Ⅲ．筑波山Sop. solo, Chorus, 1 Sop, 
2 Sop., Alt./Ⅳ．/Ⅳ．伊勢人/Ⅴ．/Ⅴ．
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/Ⅵ．/Ⅵ．甲斐加祢楽器編成：1Pte. 
Fl./1 Fl./1 Htb./1 Cor Ang./1 Cla./1 
Cla. Basse/1 Sax./1 Fg./1 Cor/1 
Tpt./1 Tbn./1 Tuba/Perc.（Fouet, 
Castanettes, Wood Block, Cowbell）
/1 Glock./1 Celesta/1 Hrp./1 Pf./2 
Vln.Ⅰ/2 Vln.Ⅱ/2 Vla./2 Vc./2 C.B.

103． 第16回芸術祭音楽部門参加作品　古
代歌謡「風俗」による独唱・コーラス・
オーケストラのためのコンポジショ
ン　松平頼則作曲

　　 ＊ 松平頼則氏の自筆譜（演奏用パー
ト譜）昭和36（1961）年　封筒（ 1
袋）　書込みは演奏者による

　　 103-01.　Ⅰ/Ⅰ．常陸爾波
　　　 10 3-01-001.　 1 葉　Ten. solo　書

込み「練習11月10日10～ 4 代々
木 文 化 会 館 ／ 録 音11月11
日　10：30～3：00　麹町スタジオ」

　　　 10 3-01-002.　 2 葉　Bass solo　書
込み「練習11月10日10～ 4 代々
木 文 化 会 館 ／ 録 音11月11
日　10：30～3：00　麹町スタジ
オ」。頁破れ

　　　 10 3-01-003.　 2 葉　Pte. Fl.　書込み
（ボールペン）

　　　 10 3-01-004.　 1 葉　Fl.　書込み
（色鉛筆）

　　　 10 3-01-005.　 1 葉　Cla.　書込み
（ボールペン）

　　　 10 3 - 0 1 - 0 0 6 . 　 2 葉 　 C l a . 
Basse　書込み（ボールペン）

　　　 10 3-01-007.　 1 葉　Sax.　書込み
（鉛筆）

　　　 10 3-01-008.　 1 葉　Cor　書込み
（鉛筆）

　　　 10 3-01-009.　 1 葉　Tpt.　書込み
（鉛筆）

　　　 103-01-010.　 1 葉　Tbn.
　　　 103-01-011.　 1 葉　Tuba
　　　 103-01-012.　 4 部（各 1 葉）Perc.
　　　 10 3-01-013.　 1 葉（セロテープで

貼付け）Hrp.　書込み（鉛筆）
　　　 10 3-01-014.　 1 葉（セロテープで

貼付け）Pf.　書込み（色鉛筆）
　　　 10 3-01-015.　封筒（ 1 袋、計 4 葉）

Vln.Ⅰ/Ⅱ、Vla.、Vc.　封筒：中
部日本放送東京支社専用、表書
き「Ⅰ. Ten. Solo」裏面にメモ。

　　　 10 3-01-016.　 1 葉　Vln.Ⅰ　書込み
　　　 10 3-01-017.　 2 部（ 各 1 葉 ）Vln.

Ⅱ　書込み
　　　 103-01-018.　 1 葉　Vc.
　　　 103-01-019.　 1 葉　C.B.
　　 103-02.　Ⅱ./Ⅱ．難波乃都布良江
　　　 10 3-02-001.　 1 葉　Cla.　 書 込み

（ボールペン）
　　　 10 3-02-002.　 1 葉　Cla. Basse   

書込み（鉛筆）
　　　 103-02-003.　 1 葉　Cor
　　　 103-02-004.　 1 葉　Tbn.
　　　 103-02-005.　 4 部（各 1 葉）Perc.
　　　 103-02-006.　 1 葉　Glock.
　　　 10 3-02-007.　 1 葉　Celesta　書込

み（鉛筆）
　　　 10 3-02-008.　 1 葉（セロテープで

貼付け）Hrp.
　　　 10 3-02-009.　封筒（ 1 袋、計 2 葉）

VlaVc.　封筒「中部日本放送東
京 支 社 」、 表 書 き「 Ⅱ. Bass 
solo」

　　　 103-02-010.　 1 葉Vla.書込み
　　　 103-02-011.　 1 葉Vc.
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　　 103-03.　Ⅲ./Ⅲ．筑波山
　　　 103-03-001.　 1 葉　Fl.
　　　 10 3-03-002.　 1 葉　Htb.　書込み

（鉛筆）
　　　 10 3-03-003.　 1 葉　Cor Ang.　書

込み（ボールペン、鉛筆）
　　　 103-03-004.　 1 葉　Cla.
　　　 10 3-03-005.　 1 葉　Sax.　書込み

（鉛筆）
　　　 103-03-006.　 1 葉　Cor
　　　 10 3-03-007.　 1 葉　Tpt.　書込み

（鉛筆）
　　　 103-03-008.　 1 葉　Tbn.
　　　 103-03-009.　 4 部（各 1 葉）Perc.
　　　 10 3-03-010.　 1 葉　Celesta　書込

み（鉛筆）
　　　 10 3-03-011.　 1 葉（セロテープで

貼付け）Hrp.
　　　 10 3-03-012.　封筒（ 1 袋、計 4 葉）

Vln.Ⅰ/Ⅱ、Alto、Vc.　封筒：「中
部日本放送東京支社」、表書き

「Ⅲ. Sop. solo, Chorus（1 Sop., 2 
Sop., Alto）」

　　　 103-03-013.　 1 葉　Vln.Ⅰ
　　　 103-03-014.　 1 葉　Vln.Ⅱ
　　　 103-03-015.　 1 葉　Vla.　書込み
　　　 103-03-015.　 1 葉　Vc.　書込み
　　 103-04.　Ⅳ./Ⅳ．東道
　　　 103-04-001.　 1 葉　Bass solo
　　　 10 3-04-002.　 1 葉　Fl.　書込み

（色鉛筆）
　　　 10 3-04-003.　 1 葉　Htb.　書込み

（鉛筆）
　　　 103-04-004.　 1 葉　Cla.　汚れ
　　　 103-04-005.　 1 葉　Sax.
　　　 103-04-006.　 1 葉　Fg.
　　　 10 3-04-007.　 1 葉　Cor　書込み

（鉛筆）
　　　 10 3-04-008.　 1 葉　Tpt.　書込み

（鉛筆）＊含：Ⅴ./Ⅴ．伊勢人
　　　 103-04-010.　 1 葉　Tbn.
　　　 10 3-04-011.　 4 部（各 1 葉（セロ

テープで貼付け））書込み（ボー
ルペン、鉛筆）

　　　 103-04-012.　 1 葉［Glock.］
　　　 10 3-04-013.　 1 葉　Hrp.　書込み

（色鉛筆）
　　　 10 3-04-014.　 1 葉　Pf.　書込み

（色鉛筆）
　　　 10 3-04-015.　 1 葉　Vln.Ⅰ　書込み
　　　 10 3-04-016.　 1 葉　Vln.Ⅱ　書込み
　　　 103-04-017.　 1 葉　Vla.　書込み
　　　 103-04-018.　 1 葉　Vc.　書込み
　　　 10 3-04-019.　 1 葉　Vln.Ⅱ ＊ 含：

Ⅴ./Ⅴ．伊勢人/Ⅵ./Ⅵ．甲斐加祢
　　　 10 3-04-020.封筒（ 1 袋、計 4 葉）

Vln.Ⅰ/Ⅱ、Vla.、Vc.封 筒：「 中
部日本放送東京支社」、表書き

「Ⅴ./Ⅵ. Sop. solo/Chorus（Sop., 
Alto, Ten., Bass）/Ten. solo/
Chorus（Sop., Alto, Ten. Bas.）」、
追記

　　 10 3-05.　Ⅴ．/V．伊勢人/Ⅵ．/Ⅵ．
甲斐加祢

　　　 10 3-05-001.　 1 葉　Ten. solo　書込み
　　　 10 3-05-002.　 1 葉　Fl.　書込み

（ボールペン）
　　　 103-05-003.　 1 葉　Htb.
　　　 103-05-004.　 1 葉　Cla.
　　　 10 3-05-005.　 1 葉　Cla. Basse   

書込み（ボールペン）
　　　 10 3-05-006.　 1 葉　Sax.　書込み

（鉛筆）
　　　 10 3-05-007.　 1 葉　Cor　書込み
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（鉛筆）
　　　 103-05-008.　 1 葉　Tbn.
　　　 10 3-05-009.　 4 部（各 1 葉（セロ

テープで貼付け））　Perc.　書込
み（ボールペン）

　　　 10 3-05-010.　 1 葉　Celesta　書込
み（色鉛筆）

　　　 103-05-011.　 1 葉　Hrp.
　　　 10 3-05-012.　 2 部（各 1 葉（テー

プ貼付け））　Vln.Ⅰ solo　書込み
内 1 部の最終ページに「中村」印

　　　 10 3-05-013.　 1 葉　Vln.Ⅱ　 最 終
ページに「中村」印

　　　 10 3-05-014.　 2 部（ 各 1 葉 ）Vla.   
書込み

　　　 10 3-05-015.　 2 部（各 1 葉（テー
プで貼付け））Vc.　書込み。最
終頁に「中村」印

104． ［古代歌謡「風俗」による独唱とコー
ラ ス と 管 弦 楽 の た め の
Composition］録音風景

　　  CBC　撮影　1961　写真 1 枚『中部
日本放送50年のあゆみ』（2000）p.116
に掲載。

105． 芸術祭賞受賞作品（写真タイトル：
芸術祭“古代歌謡・風俗”）

　　  CBC　昭和37年 1 月22日受賞　写真
1 枚（ 9 ×12cm）R　「古代歌謡」作
曲者：松平頼則　指揮：石丸寛　36
年放送　第16回芸術祭音楽部門受
賞　指揮石丸寛　37年　CBC管理番
号：分類1962-004

106．芸術祭授賞式の映像
　　  CBC　1962年第16回芸術祭の時の映

像資料。
　　 複製：CD-ROM（ 1 枚）

107． 文部省主催第16回　芸術祭賞受賞披
露公演（開催概要：［昭和37（1962）年］
1 月25日（木）6 時半／愛知県文化会
館／主催中部日本放送）

　　  CBC　演奏会プログラム 1 冊（見開
き1p., 26×18cm）　内容：音楽部門

「古代歌謡“風俗”による独唱コーラ
スオーケストラのためのコンポジ

ション」の概要が掲載　演奏作品：「舞
踊：長唄舌出し三番叟／筝曲：六段
の調べ（八橋検校作曲）／古歌謡：糸
竹初心集（林謙三復元）／合唱：冬の
もてこし春だから（三好達治作詩、
清瀬保二曲）／シャンソン・ヒット
アルバム／マヒナスターズ・ショウ」
CBC管理番号：社史資料／62S37／
126／A-08

108． 『《古代歌謡「風俗」による独唱・コー
ラス・オーケストラのためのコンポ
ジション》』

　　  CBCオープンリール 1 本同封物：台
本 1 冊

109．テレビ欄
　　  CBC　マイクロフィルムで保管。放

送日：1961年11月28日18時30分～19時。

110．関連文献
　　 110-001．『CBCレポート』
　　　  「賑わった“芸術祭道路”――和洋

合奏の露骨な素材主義（芸術祭特
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集《選考総評》〈音楽部門〉）」（大
木正興著、1962年 2 月号、pp. 12-
14）

　　　  「力強さにいま一歩――入賞作品に
それぞれの特色（芸術祭特集《選
考総評》〈合唱曲コンクール〉）」（津
川主一著、1962年 2 月号、p. 14）

　　 110-002．『中部日本放送社報』
　　　 �「芸術祭参加作品決まる　意欲あふ

れる傑作を揃えて」
　　　  （R放送部長著、昭和36年10月 1 日

（第112号）、p. 7）
　　　 �「CBCの快記録芸術祭にトリプル

クラウンを獲得歴史がものを実力
を発揮この大量入賞は放送界の新
記録」（岡山泰著、昭和37年 1 月 1
日（第115号）、pp. 4-5）

　　　 �「栄光CBCに輝けり　第16回芸術
祭賞授与式行なわれる」（昭和37年
2 月 1 日（第116回）、pp. 4-5）

　　　  「放送の文化遺産の保存と活用を」
（寺井昭治著、昭和62年 3 月（第
418号）、p. 10）

　　 11 0-003．「CBC創 立65周 年 記 念 事
業　特別公演宮内庁式部職楽部―
―重要無形文化財雅楽――東遊と
管絃」（開催概要：平成27年 5 月17
日（日）／日本特殊陶業市民会館
フォレストホール／主催＝CBCテ
レビ）CBC演奏会プログラム 1 冊

（16p.,30×21cm）頼則氏の作品は
演奏されなかったが、作品が紹介
されている。

　　 11 0-004．『中部日本放送　50年の歩
み』（［中部日本放送編］、2000）
pp. 115-116。

　　 11 0-005．「文化庁芸術祭受賞一覧　昭

和22年度（第 2 回）～昭和30年度（第
10回 ）」（pdf）www.bunka.go.jp/
s e i s a k u / g e i j u t s u b u n k a /
jutenshien/geijutsusai/pdf/s22_
s30.pdf（2018年10月 3 日閲覧）

　　 11 0-006．『中部日本放送図書目録　楽
譜』（中部日本放送テレビ編成局調
査資料部、1990）p. 241。

　　 11 0-007．『風俗訳譜』（山井基清著、
岩波書店、c1961）

サ ブ・ シ リ ー ズ2： 第19回　 昭 和39
（1965）年度
　第19回では、合計 5 本が受賞した。テレ
ビジョン部門（テレビドラマ）では、初め
て芸術祭賞受賞であった。

受賞作品
【音楽部門】
◦ 芸術祭賞（放送によるもの）：《ラジオの
ための幻想的コンポジション「虹の反
映」》原作：伊藤海彦／作曲：松平頼則
／指揮：飯守泰次郎／演奏：東京室内管
弦楽団　放送：11月24日
◦ 芸術祭奨励賞（放送によるもの）：《愛の

世界》作曲：平井澄子
【ラジオ部門】
◦ 芸術祭奨励賞：放送劇「心音」

【テレビジョン部門】
◦ 芸術祭賞（テレビドラマ）：東芝日曜劇

場「父と子たち」作：井手俊郎

2-1．松平頼則
201． 芸術祭参加作品〈CBC制作〉ラジオ

のための幻想的コンポジション――
彩られた翼

　　  CBC1964台本 1 冊（15p., 25×18cm）
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原作・伊藤海彦作曲・松平頼則　書
込み：「〈第 1 稿〉保存用台本」

202． 第19回文部省芸術祭参加作品／ラジ
オ の た め の 幻 想 的 コ ン ポ ジ シ ョ
ン　虹の反映／中部日本放送

　　  CBC台 本 1 冊（17p., 26×18cm） 台
本「彩られた翼」の決定版。企画制作：
寺井昭治／作：伊藤海彦／作曲：松
平頼則企画意図、内容、出演、台本
等が記載。放送：1964年11月24日22
時30分～23時、再放送：同年12月20
日16時30分～17時。

203．CBC写真資料　芸術祭　賞状と楯
　　  CBC1965年 1 月22日撮影　写真 1 枚

書込み：「芸術祭賞 2 　奨励賞 2 」
CBC管理番号：分類1965-007

204． CBC写真資料　芸術祭受賞　記念
パーティ

　　  CBC1965年 1 月28日撮影　写真13枚
（内 2 枚に松平頼則氏が写っている）
書込み：「第 3 集会室他　13種類　関
係者に感謝状贈呈は別会場」CBC管
理番号：分類1965-009

205．関連文献
　　 205-001．『中部日本放送社報』
　　　 �「芸術祭参加作品」（昭和39年 8 月

1 日（第146号）、p. 1）
　　　  「芸術祭参加番組　ラジオでは三本

決定」（昭和39年 9 月 1 日（第147号）、
p. 4）

　　　 �「ラジオもテレビも芸術祭賞をと
る　CBCここに在り　堂々と示す
王者の貫禄」（昭和40年 1 月 1 日（第

151号）、p. 3）
　　　  「一月の社内メモ」（昭和40年 2 月

1 日（第152号）、p. 8）
　　　 �「第19回芸術祭授賞式行なわれる」

（昭和40年 2 月 1 日（第152号）、p. 1）
　　　  「芸術祭入賞記念に　七宝製の銘々

皿」（昭和40年 3 月 1 日（第153号）、
p. 7）

　　 20 5-002．『中部日本放送　50年の歩
み』（［中部日本放送編］、2000）
pp. 129。

　　 20 5-003．「文化庁芸術祭受賞一覧　昭
和22年度（第 2 回）～昭和30年度（第
10回 ）」（pdf）http://www.bunka.
go.jp/seisaku/geijutsubunka/
jutenshien/geijutsusai/pdf/s31_
s40.pdf（2018年10月 3 日閲覧）

サ ブ・ シ リ ー ズ3： 第24回　 昭 和44
（1964）年
参加作品

《美しい日本の組曲――ピアノのために》
作曲：松平頼則／演奏：井上二葉　放送：
11月14日

3-1．松平頼則
301．関連資料
　　 30 1-001．《美しい日本の組曲――ピ

アノのために》
　　　 �出版譜出版：全音楽譜出版社、

1970　作曲経緯：「1969年に中部日
本放送から“美しい日本”という
表題で芸術祭参加のための作曲を
委嘱された。」（出版譜前書きより）
録音：1969年 9 月（ibid.）。作品構
成：〈Prelude前 奏 曲 〉、〈Fantasie 
de "Roei"（Chant de l ’ancien 
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temps）朗詠風な幻想（七夕）〉、
〈Chanson des enfants（pour jouer 
a la balle）わらべ唄（てまり唄）〉、

〈Chanson des Paysans 草刈唄〉、
〈Yokobue（Paraphrase d’une 
piece de Biwa）平曲のパラフレー
ズ（横笛）〉、〈F i n a l e（ à  l a 
maniere de Koto）（筝曲風の終曲

（茶音頭））〉JASRAC作品コード：
213-6953-4。

シリーズ2：イタリア賞PrixItalia関連
資料
サブ・シリーズ 1 ：昭和41（1966）年
4-1．松平頼則
401． L'Arc-en ciel：Composition 

fantastique pour radio d'après 
les tableaux de Marc Chagall

　　  Direceur：Shôji, Téraï/Musique：
Yoritsuné Matsudaïra/Paroles：
Umihiko Itô/Production：Chubu 
Nippon Broadcasting Co.

　　  松平頼則（コピー・製本：不詳）総
譜（自筆譜（コピー）） 2 冊（各60p., 
各40×31cm）1964年に芸術祭賞を受
賞した《ラジオのための幻想的コン
ポジション「虹の反映」》を改編し、
イタリアの音楽祭に提出した際の音
楽。内 1 冊に挟込み資料（メモ）1 葉。
作 品 構 成： Ⅰ．Prologue：Solitude 
grise/Ⅱ．Chour d’amour/Ⅲ.Fleurs, 
Femme, Rêve, Amante/Ⅳ．Fête/Ⅴ．
Violon/Ⅵ．Rêve dansant/Ⅶ．
Valse/Ⅷ．VolⅠ/Ⅸ．VolⅡ/Ⅹ．Vol
Ⅲ/Ⅺ．Epilogue 楽器編成：Fl./Cl./
Cor Ang./Hrp./Lecture/Vln.Ⅰ,Ⅱ/
Vla./Vc.Ⅰ,Ⅱ/C.B./Pf.

402． 『1966年イタリア賞参加《ラジオのた
めの幻想作品「虹」》』

　　  CBCオープンリール 1 本同封物：
Cue Sheet1枚

403．関連資料
　　  「イタリア賞コンクール“虹”を出品」

（昭和41年 7 月 1 日（第169号）、p. 1）

シリーズ3：ステーションブレーク
サブ・シリーズ1．昭和40（1965）年
5-1．松平頼則
501．関連資料
　　 �「CBCラジオ　放送前にステーショ

ンブレーク音楽」（昭和40年 5 月 1 日
（第155号）、p. 4）

シリーズ4：テレビドラマ
6-1．東芝日曜劇場
6101.『祇園花見小路』
　　 �当該作品は、中部日本放送により制

作され、昭和48（1973）年 3 月11日
（21：30～22：25）に全国区で放送さ
れた。脚本：倉本聰／演出：辻道勇
／制作：伊藤松朗／音楽：松平頼則
／美術：安藤昭／効果：篠原利夫、
出演者：仁科明子／八千草薫／大滝
秀治／奈良岡朋子／萩原健一。同年
度の日本民間放送連盟テレビ娯楽番
組部門最優秀賞を受賞。

610101．「東芝日曜劇場　祇園花見小路」
　　 �CBCHDCAM保管場所：CBCテレビ

放送資料室（A-10）ID：00081023テー
プ／素材番号：PD-0000-0007編集区
分：OA同録
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610102．ライブラリ詳細リスト
　　 �「東芝日曜劇場　祇園花見小路」
　　 �制 作 部OB　2001/2/22（ 登 録 ）、

2004/ 5 /17（再整理）

610103．関連資料
　　 610103-001．付随音楽
　　　 �松平頼則　自筆譜
　　　  松平頼則氏自宅所在（2018年10月

現在）
　　 610103-002．台本
　　　 �中部日本放送　 1 冊
　　　  松平頼則氏自宅所在（2018年10月

現在）

610104．関連文献
　　 61 0104-001．「祇園花見小路」『年間

テレビドラマ代表作選集　1974』
pp. 134-164。

　　 61 0104-002．「祇園花見小路」『うち
のホンカン』（倉本聰テレビドラマ
集 1 ）（ペップ出版、1976）pp.85-
118。610104-003. 「祇園花見小路」
放送ライブラリー（横浜市）で視
聴可能。番組ID：000969

　　  https://www.bpcj.or.jp/search/
show_detail.php?program=162093

（2018年10月 3 日閲覧）

シリーズ5：詳細不詳
7-1．松平頼則
＊ 資料はすべて松平頼則氏による自筆譜
（総譜）

701． 神楽／スコア／芸術祭他／松平頼則
作曲

　　 �封筒（ 1 袋、CBC専用）
　　 701-001．神楽（前奏）－神楽“庭燎”

　　　  1 冊（8p., 40×29cm）混声合唱、
Pf.、Perc.譜面に記載のページ数：
1-4。『中部日本放送図書目録　楽
譜』No. 1117。

　　  70 1-002．短歌朗詠（前奏）－短歌朗
詠No.1－短歌朗詠No.2－詩朗詠

（前奏）－詩朗詠
　　　  1 冊（12p., 40×29cm、CBC専 用

五線紙）混声合唱、Pf.、Perc. 譜
面に記載のページ数：5-16。『中部
日本放送図書目録楽譜』No.1116, 
1119。

　　 70 1-003．催馬楽“蓆田”（催馬楽（前
奏）－催馬楽“蓆田”）催馬楽　山
城

　　　  1 冊（16p., 40×29cm、CBC専 用
五線紙）混声合唱、ピアノ、打楽
器譜面に記載のページ数：14-24。

『中部日本放送図書目録　楽譜』
No. 1118。

　　 70 1-004．短歌朗詠（前奏）－短歌朗
詠No.1－短歌朗詠No.2－詩朗詠

（前奏）－詩朗詠
　　　  1 冊（12p., 40×29cm、CBC専 用

五線紙）混声合唱、Pf.、Perc.　譜
面に記載のページ数：5-16。

　　 70 1-005．催馬楽“蓆田”（催馬楽（前
奏）－催馬楽“蓆田”）

　　　  1 冊（4p., 40×29cm）混声合唱、
Pf.、Perc.譜面に記載のページ数：
17-18。

　　 701-006．催馬楽山城
　　　  1 冊（8p., 40×29cm）混声合唱、

Pf.、Perc.譜面に記載のページ数：
20-24。

　　 701-007．神楽（前奏）－神楽“庭燎”
　　　  1 冊（4p.,40×29cm、CBC専 用 五
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線紙）混声合唱、Pf.、Perc.　譜面
に記載のページ数：1-4。

702．関連文献
　　 �『中部日本放送図書目録　楽譜』（中

部日本放送テレビ編成局調査資料部、
1990）pp. 234-235, 242。
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ワークショッププログラム

「日本のベトナム関係アーカイブズ   
ベトナムの日本関係アーカイブズ」参加記
A participation Report about Workshop 〝Historical documents about 
Vietnam in Japan and Japan in Vietnam〟

川田 恭子
Kyoko Kawata

はじめに　ベトナム国家人文社会大学―学習院大学との学術交流について

　2018年11月24日、学習院大学とベトナム国家人文社会大学ハノイ校アーカイブズ・文書
管理学部合同のワークショップが行なわれた。両校合同のワークショップは 3 回目となる。
学習院大学とベトナム国家人文社会大学との交流は、長年に渡り、2012年12月には学習院
大学、ベトナム国家人文社会大学、そして韓国の明知大学校の三校共同シンポジウムを開
催し、大学間交流協定が締結された。2015年からは毎年11月に、ベトナム国家人文社会大
学ハノイ校からの訪問を受けている。対して、アーカイブズ学専攻も2013年度と、2017年
度に研修旅行でベトナム国家人文社会大学アーカイブズ・文書管理学部を訪問、学生同士
の研究成果を相互報告している。
　そして、本年度はベトナム国家人文社会大学アーカイブズ・文書管理学部教授のダオ・
ドゥク・トゥアン先生を筆頭に先生方の訪問を受け、共同ワークショップの開催となった
のである。
　大学同士の交流は近年にはじまったが、日本とベトナムの関係は、古代からはじまって
いる。日本においては、12世紀に編纂された『東大寺要録』に現在の中部ベトナムにあた
る林邑の僧が来朝したと記述が残っており、16世紀には盛んに交易を行なっていた様子が
長崎奉行所の役人近藤重蔵が作成した「外蕃書翰」（紅葉山文庫旧蔵）をはじめ多くの文
書に残されているという1）。
　日越の関係は長いが、現在のベトナム社会主義民主共和国と日本が国交を結んで、2018
年で45年になる。それを記念して、国立公文書館では特設サイト「日越外交関係樹立45周
年記念プロジェクト　日本とベトナム―きざまれた交流の軌跡をたどる―」を開設してい

1――国立公文書館　日越外交関係樹立45周年記念プロジェクト　日本とベトナム―きざまれた交流の軌跡を
たどる―では、古代から現代までの日越交流の記録がデジタルアーカイブで読めるようになっている。
www.archives.go.jp/event/jp_vn45/index.html　2018.12.11確認
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る。本ワークショップでは、特別サイトに関する報告も行なわれた。

ワークショップの構成

　ワークショップのプログラムは以下の通りであった。

13：00 開会挨拶 保坂裕興
（学習院大学大学院アーカイブズ学専攻教授）

13：05 趣旨説明 武内房司
（学習院大学大学院アーカイブズ学専攻教授）

13：15

〈司会〉武内房司　〈通訳〉宮沢千尋（南山大学人文学部教授）
“Japanese Disarmament in Vietnam after the 
World War II Through Records and Archival 
Documents in Some Vietnamese Archives”

ダオ・ドゥク・トゥアンDao Duc Thuan 
（ベトナム国家人文社会大学アーカイブズ・文書
管理学部）

13：55
“ Archival Documents about Indochina-Japan 
Relations in the World War II Era （Case of the 
Haiphong-Yunnan Railway）”

カム・アイン・トアンCam Anh Tuan
（ベトナム国家人文社会大学アーカイブズ・文書
管理学部）

14：35
“Between two shores ： The construction of an 
archival corpus on Japanese-Vietnamese mixed 
families and their children（1930-1975）”

フレデリック・ルスタンFédéricRoustan
（エックス・マルセイユ大学アジア研究所）

15：15 コーヒーブレイク

15：35

〈司会〉下重直樹 （学習院大学大学院アーカイブズ学専攻准教授）
〈通訳〉チャン・ティ・ミー（東京外国語大学大学院博士後期課程）
“Vietnam‒Japanrelationssincetheendof2ndWorl
dWarto 1973 through archival documents of 
the Prime Minister’s Office fond at Vietnam 
National Archive Center III”

グエン・ホン・ズイNguyen Hong Duy 
（ベトナム国家人文社会大学アーカイブズ・文書
管理学部）

16：15
「日越外交関係樹立45周年記念webサイト「日本
とベトナム－きざまれた交流の軌跡をたどる」
をめぐって」

小原由美子
（国立公文書館首席公文書専門官）

16：45 「第二次世界大戦期の日越関係に関する日本の史
料情況」

立川京一
（防衛省防衛研究所）

17：15 「総括コメント」 白石昌也（早稲田大学名誉教授）
17：35 討論・質疑応答
17：55 閉会挨拶 高埜利彦（学習院大学名誉教授）

　ワークショップはアーカイブズ学専攻主任の保坂裕興先生のあいさつではじまった。今
回のワークショップは、ダオ・ドゥク・トゥアン先生を招いて、学習院大学東洋文化研究
所、アーカイブズ学専攻が主体となって準備した。共催として、人文科学研究所からも協
力を得ている。
　次に、司会の武内房司先生より「日本・ベトナム間の交流の歴史に光をあてようという
ものである」というワークショップの趣旨説明があった。
　最初の報告はトゥアン先生から「アーカイブズ資料から見た第 2 次大戦後のインドシナ
における日本軍の武装解除問題」をテーマに行なわれた。次に、カム・アイン・トアン先
生より「第二次世界大戦中のインドシナ半島―日本に関する記録資料―ハイフォン・雲南
鉄道の場合―」というテーマで、日本では未発表の歴史資料を用いた興味深い報告が行な
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われた。次にフレデリック・ルスタン先生より「 2つの海岸の間で―日本とベトナム人家
族とその子どもたちの資料データベース構想（1930-1975）」の報告があった。
　アーカイブズ学専攻の学生が茶を点じるコーヒーブレイクを経て、ベトナム国家人文社
会大学アーカイブズ・文書管理学部のグエン・ホン・ズイ先生から「ベトナム国立アーカ
イブズセンターⅢ所蔵　首相官邸文書における日越関係―第二次世界大戦後から1973ま
で」と題する報告があった。続いて、小原由美子氏（国立公文書館首席公文書専門官）よ
り「日越外交関係樹立45周年記念webサイト『日本とベトナム－きざまれた交流の軌跡を
たどる』をめぐって」、立川京一氏（防衛省防衛研究所）より「第二次世界大戦期の日越
関係に関する日本の史料情況」の報告が行なわれた。
　計 6 本の報告は、それぞれ日越関係に重点をおいたテーマでなされた。1910年の鉄道建
設に関するものから、占領期以降の日越ダブルの子どもたちの問題、戦後1954-1970年の
日越国交樹立以前の時代をテーマにしたもの、そして日越交流45周年記念ウェブサイト構
築に関するものまで、戦前から現在までの日越関係を通底する内容であった。

ベトナム国立アーカイブズセンターの利用報告

　特に興味深かったのは、ズイ氏のベトナム国立第 3アーカイブズセンターの資料をもち
いて、日越が正式に国交を樹立する以前の両国の関係を俯瞰した報告である。ズイ氏は「自
分は歴史学者ではなくアーカイブズの専門家である」と冒頭にあいさつし、資料を利用し、
そこから読みとれた結果に重点を置いて報告した。
　報告内容の前に、ベトナムの記録管理についてかんたんにまとめたい。ベトナム社会主
義共和国政府の公文書は、ベトナム国家記録文書局が統一的管理を行なっている2）。文書
局が指定した公文書が一定期間（10年）経過後に国立アーカイブズセンターに移管される
ことになる。ハノイ市の国立第 1アーカイブズセンター（1962年設立）は、おもに15世紀
から1945年までの文書・書籍類が収められており、1802年に成立した阮朝のアーカイブズ
やフランス占領期の資料などを所蔵している。新しい公文書が移管されることはない。
　現在の政府が作成した公文書は、地域によって 3つの国立アーカイブズセンターに振り
わけられる。南部がホーチミン市にある国立第 2アーカイブズセンター（1976年設立）に
移管され、北部がハノイ市にある国立第 3アーカイブズセンター（1995年設立）に移管さ
れる。なお、国立第 4アーカイブズセンター（2006年設立）には、中部高原地方の記録が
移管されている3）。

2――ベトナムの公文書管理については、次の論文　米川恒夫　「ベトナムの公文書館制度について」『アーカ
イブズ』26号（2007年 1 月号）　国立公文書館　p57-72および2017年アーカイブズ学専攻訪問時の質疑を参
考にした。

3――渡辺悦子　「日本・ベトナム外交関係樹立45周年プロジェクト「日本とベトナム：きざまれた交流の軌跡
をたどる」webサイトについて」『アーカイブズ』70号（2018年11月号）　国立公文書館　www.archives.
go.jp/publication/archives/no070/7993　2018.12.11確認
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　つまり、ベトナム国立第 3アーカイブ
ズセンターには、北部の中央機関の公文
書が収められているわけである。そのな
かでも大きなフォンドの一つに首相官邸
資料（the Prime Minister’s Office fond）
がある。ズイ氏は第二次世界大戦後から
日本との国交樹立前の時期に焦点をあて、
首相官邸フォンドから日越関係が示され
た資料を抽出、時代ごとに描かれている
日越関係について分析したと語った。
　以下、ズイ氏の報告内容を示す。
　彼は、戦後から日越国交正常化までの
時期を三つにわけ、それぞれを論じている。

・1952-1959　日越貿易期
　日越貿易協会が活躍し、ベトナム産の鉱石を日本が輸入するなど貿易が活発に行なわれ
ていた時期である。第 3アーカイブズセンターには、この時期に日本人イサム・フジタが
ベトナム銀行主査へ送った手紙が残されており、東南アジア最初の社会主義国家であるベ
トナム民主共和国の正しい情報を日本に提供してほしいとくり返し書かれていたと語った。
フジタ氏の手紙は、中国にあるベトナム大使館を通じて 4 通送られており、日越交流の様
子をうかがい知ることができる。

・1959-1968　停滞期
　この間は、貿易をふくめた交流活動がほとんど行なわれていなかった時期にあたる。そ
の理由として、日本政府がベトナム共和国（南ベトナム）政府と戦後処理の条約を調印し
たことがあげられる。同時に、アメリカがベトナム民主共和国（北ベトナム）に対して閉
鎖政策をとっており、日本がそれを応援していたことも停滞の理由の一つである。こうし
た背景により、国家間の協定などは結ばれなかったが、わずかに企業間で購買、売買に関
する契約が結ばれていたことが記録に残されているという。停滞のピークは1965年 4 月で、
アメリカから日本に対しベトナム民主共和国との貿易活動を停止するよう要求があり、結
果、石炭を輸出していたベトナム民主共和国に日本の船がこなくなり、貿易がストップし
たそうである。
　しかし、交流がまったく行なわれなかったわけではなく、日越共産党にかかわる活動と
して、ひそかに国民間の交流は行なわれた。日本からアーティスト団が訪れたり、ベトナ
ム国立大学で 1 人の日本人の学生を受け入れたりなど、細く民間レベルでの交流が続いて
いた時期とズイ氏は語っている。

写真──ベトナム国立アーカイブズセンターの利用に
ついて報告するグエン・ホン・ズイ氏
� （撮影：アーカイブズ学専攻事務室）
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・1968-1973　非公式な関係の再開と発展期
　この期間が、日越国交正常化の前身となる両国関係発展の時期とズイ氏は位置づけてい
る。ベトナム戦争が終結に向かうにつれ、政治事情が変化し、両国の協力関係が進んだ。
この時期の日越間の貿易内容を詳述する資料が 5 年分残されており、なかにはベトナムが
積極的に日本人専門官を招き、技術交流が行なわれていたことを示す内容が記載されてい
た。ベトナムからも日本へ弁護士の団体を送り、司法制度の研修が行なわれたという。こ
うした人々の活発な交流を経て、1973年 9 月21日に日越国交関係が樹立した。

　戦後から国交樹立までの日越関係資料を調査することで、次の 4 点の結論を得たとズイ
氏は語る。第 1に、両国が政治的背景故に慎重を期しながらも交流に積極的に取り組んで
いたことが理解できた。ベトナム民主共和国は、当初日本人の専門官を北部に入らせるこ
とに非常に慎重で、首相官邸資料内の議事録には、何度も討議を重ねた様子が残されてい
るという。
　第 2に、政府がそこまで慎重であるにもかかわらず、貿易活動は非常に活発に行なわれ
ていたということである。これは、時代背景として、高度経済成長期を迎えた日本には原
材料が必要で、ベトナムは先端技術が必要だったので、専門官の受け入れに積極的だった
ことがあげられるとしている。
　第 3に人々の交流についてである。ズイ氏が入手した資料のなかにベトナムの縫製工場
建設に関して専門官としてかかわったホリという人物のレポートがあるという。そのなか
には、ベトナムの女性の人間性が非常に印象的だと書かれており、最後に「使命は果たし
たが、帰国後日本人がよりベトナム人への理解が深まるようにしなければならない」とま
とめられていたそうである。こうした民間の人々の交流が、正常化以前の国家間の関係の
ベースになっていたとズイ氏は指摘する。
　最後に、日越関係全般に関する研究は多いが、戦後から1973年までの日越関係について
は、いまだ研究が少ないと語っている。ズイ氏が調査した資料は、すべてベトナム国立第
3アーカイブズセンターに所蔵され、公開されているものである。日本側にも同様に記録
が蓄積されているはずで、「日本ではこの間の研究は進んでいるのだろうか」と問題提起
をして、ズイ氏は報告を終えた。
　交流会で、単一の組織の資料群をなぜ時代ごとにわけて分析したのかを尋ねると、国立
アーカイブズセンターでは、記述はフォンドレベルしかなく、そこから 1 枚の資料を見つ
けるという作業を続けなければならないという回答を得た。日越関係を見通すために、あ
えて時代ごとの分類を行なったということである。

おわりに　国を超えたデジタルアーカイブ構想と国際記述標準の可能性

　討議の場で、トゥアン先生よりベトナムと日本そしてフランス三国の連携をより緊密に
するために、共同デジタルアーカイブ構想が語られた。ベトナムにとって、日本は古くか
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ら貿易を中心とした交流を行なってきた国であり、フランスはかつての宗主国である。国
立公文書館のプロジェクトをさらに発展させた越日仏三国合同デジタルアーカイブ構想を
樹立したいという熱意ある提案であった。
　実現のためには各国独自の文書管理を超える共通の言語が必要になるであろう。そのた
めに考えてみたいのは、アーカイブズ記述の国際標準である。
　小原氏の報告のなかで、国立公文書館の日越45周年記念ウェブサイトでは、資料につい
て共通して記述する項目はアーカイブズ記述の国際標準であるISAD（G）を参考したと
いう報告があった。ISAD（G）は、異なる機関に所蔵されている資料をインターネット
を通じて共有することを目的としている。記述標準を利用することで、館の独自性を超え
て共有の項目を作成、記述することが可能になる。越日仏三国合同プロジェクトのために
は、国際標準をもちいての記述が有用になってくるのではないだろうか。
　ズイ氏も 1 点ずつの資料をキーワードから探すことには、ベトナム国立アーカイブズセ
ンターは非常に検索機能が充実しているが、関連する資料を探すためには、日本の階層構
造が示されたウェブサイトのやり方のほうが早いだろうと語っていた。
　『記録史料記述の国際標準』には、「記録史料へのアクセスや記録史料のコントロールに
際して複数の記録史料所蔵機関の連携や統一性が求められる場合には…中略…それらの情
報の標準化ないし共通言語化が必要となる」4）と書かれている。国を超えての連携に必要
とされるのは、この共通言語である。そのために、記録史料記述の国際標準であるISAD（G）
を試用する価値はあると考える。
　インターネットを利用し、国を超えてアーカイブズが利用できるようにしようという
トゥアン先生の問題提起は、非常に重要である。実現するためにも、記述についての共通
理解を深める交流を行なうことが重要になってくるであろう。
　高埜利彦学習院大学名誉教授は、最後のあいさつで次のように語っていた。
　「日越の交流が表面的、一方的なかたちにならないためには、お互いの文化を歴史を通
して知り合うことが重要です。そのためにも、アーカイブズの所在、情報交換ができるこ
とが重要だと改めて感じたところです。今後も学問的に交流を継続していくということが
意味を持って行くと思います。」
　記録を共有することで、国家を超えて互いに理解しあうことができるという言葉は重い。
次の機会には、ぜひインターネットを通じて互いの資料を利用するための記述についての
合同討論が開催されることを期待している。

4――アーカイブズ・インフォメーション研究会編訳『記録史料記述の国際標準』北海道大学図書刊行会　2001
年
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10周年記録集

学習院大学大学院人文科学研究科
アーカイブズ学専攻　10年史

2008年
 4 月 1 日 専攻開設
 4 月 8 日 入学式、専攻開設式（東 1 号館801室）、新入生ガイダンス
 4 月11日 授業開始
 4 月12日 非常勤講師打ち合わせ会
 5 月10日 共同通信社の取材（FEATURE、2009年 5 月12日掲載）
 5 月31日 放送ライブラリー見学
 6 月 7 日 学習院院史資料室見学
 6 月28日 埼玉県立文書館見学
 7 月12日 授業検討会
 7 月15日 東京修復保存センター見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ）
 8 月 2 日 入試説明会
 9 月27・28日 大学院入試
 10月16～23日 デイビッド・グレイシー教授（客員研究員）滞日
 10月18日  入試説明会・専攻開設記念講演会 

（講演者：デイビッド・グレイシー教授）
 10月20日 グレイシー教授特別授業
 10月23日 オマーン国国立公文書庁視察団来校
 10月31～11月 3 日 国内研修旅行（沖縄県）
 11月 4 日  国立公文書館（保存部門）見学（アーカイブズ・マネジメント論

研究Ⅲ）

2009年
 1 月 9 日 渋沢史料館見学（記録史料学研究Ⅱ）
 1 月10日 授業検討会
 2 月13日 実習検討会
 2 月19・20日 大学院入試
 3 月 8 ～11日 韓国研修旅行
 4 月 8 日 入学式、新入生ガイダンス
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 4 月11日 学生主催ウェルカム・ランチ（東1-801）
 4 月18日 「記録保存と現代」講師打ち合わせ会
 5 月15日 国立公文書館見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅰ）
 5 月31日 神奈川県立公文書館見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅰ）
 6 月12日 菊池光興客員教授・高埜利彦教授特別対談
 6 月20日 修士論文中間報告会
 7 月 4 日 授業検討会
 7 月11・12日 国内研修旅行（茨城県・栃木県）
 7 月17日 紙資料補修実習
 8 月 2 日 入試説明会
 9 月26・27日 大学院入試
 9 月29日 有限会社資料保存器材見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ）
 10月10日～11月 8 日 エリック・ケテラール教授（客員研究員）滞日

 10月14・21・
11月 4 日 ケテラール教授特別講義

 10月24日 入試説明会・講演会（講演者：エリック・ケテラール教授）
 11月14日 修士論文最終報告会
 12月12日 東京都近代美術館フィルムセンター見学

2010年
 1 月 7 日 国文学研究資料館見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ）
 1 月12日 修士論文提出締切日
 1 月16日 授業検討会
 2 月15日 修士論文口述試験
 2 月18日・19日 大学院入試
 2 月20日  アンドリュー・プレスコット教授＆ジェームズ・カラル博士（グ

ラスゴー大学）との交流会
 2 月24日 実習検討会
 3 月 9 日～12日 海外研修旅行（中国・北京）
 3 月20日 修了式
 4 月 8 日 入学式
 4 月10日 新入生歓迎茶話会
 4 月17日 非常勤講師歓迎会
 5 月12日 国立公文書館見学（アーカイブズ・マネジメント論研究I）
 5 月26・29日 博士論文準備報告会
 6 月 6 日 神奈川県立公文書館見学（アーカイブズ・マネジメント論研究I）
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 6 月19日 修士論文中間報告会
 7 月10日 授業検討会
 7 月12～27日 金翼漢先生（客員研究員）滞日
 7 月14日 金翼漢先生特別授業
  「記録管理プロジェクトはこのように：事例紹介を中心に」
 7 月17・18日 国内研修旅行（長野県）
 7 月22日 第 4 回アーカイブズ学講演会
  「文化資源アーカイビングの未来にむけて」
  （講師：金翼漢先生）
 8 月 1 日 入試説明会
 8 月 5 ～ 8 日 島根県飯南町旧町村役場文書調査
 9 月 8 日 専攻研究室移転（東 1 号館 8 階→北 2 号館 6 階）
 9 月14日 紙資料補修実習
 9 月22日  江東区役所総務課文書係見学（アーカイブズ・マネジメント論研究I）
 9 月25・26日 大学院入試
 10月 1 日 国立公文書館公文書館専門職員養成課程受講生来訪
 10月23日 入試説明会・講演会
   「跳び込もう!!　アーカイブズの杜に：まだ踏み固められる前に未

知の世界を探検しませんか」
  （講師：菊池光興客員教授）
 10月28～31日 海外研修旅行（韓国）
 11月13日 修士論文最終報告会
 11月19日 （株）資料保存器材見学（アーカイブズ・マネジメント論研究III）
 12月 3 日  東京大学経済学部資料室見学（アーカイブズ・マネジメント論研

究III）
 12月11日 博士論文口述試験

2011年
 1 月 7 日 国文学研究資料館見学（アーカイブズ・マネジメント論研究I）
 1 月11日 修士論文提出締切日
 1 月22日 授業検討会
 2 月16日 修士論文口述試験
 2 月18・19日 大学院入試
 2 月23日 アーカイブズ機関実習検討会
 3 月12日～17日 東日本大震災に伴い、事務室臨時閉室
 3 月20日 修了式（震災の影響により式典中止）・博士号学位授与式
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 4 月 8 日 入学者ガイダンス（震災の影響により、式典中止）
 4 月16日 非常勤講師打合会および歓迎会
 6 月 8 日 豊島区役所情報管理課見学（アーカイブズ・マネジメント論研究I）
 6 月18日 修士論文中間報告会・博士論文最終報告会
 7 月 9 ・10日 国内研修旅行（京都府）
 7 月12日 紙資料修復工房見学（アーカイブズ・マネジメント論研究III）
 7 月21～23日 滋賀県長浜市史料調査（アーカイブズ・マネジメント論演習I）
 7 月24日 入試説明会
 9 月12～15日 島根県飯南町旧町村役場文書調査
 9 月24・25日 大学院入試
 9 月28日  国立公文書館アーカイブズ研修III（公文書館専門職員養成課程

受講生来訪）
 10月 4 日 紙資料補修実習（アーカイブズ・マネジメント論研究III）
 10月15・18日 博士論文中間報告会
 10月22日 入試説明会
 11月 2 ～ 5 日 海外研修旅行（台湾）
 11月12日 修士論文最終報告会
 11月19日  フィリップ・モンゴメリ氏（テキサス医療センター図書館アーキ

ビスト）と学生の交流会
 11月26日 国際セミナー
   「アジア・アーカイブズ学研究拠点の形成と近現代アーカイブズ

資源の共用化」開催
  （学習院大学東洋文化研究所・GCAS共催）
 12月13日 神奈川県立公文書館見学（アーカイブズ・マネジメント論研究III）

2012年
 1 月10日 修士論文提出締切日
 1 月21日 授業検討会
 2 月15日 修士論文口述試験
 2 月20・21日 大学院入試
 2 月24日 アーカイブズ機関実習検討会
 2 月29日  『GCAS Report：学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ

学専攻研究年報』創刊
 3 月20日 修了式
 4 月 8 日 入学式および入学者ガイダンス
 4 月14日 非常勤講師打合会および歓迎会
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 6 月 1 日 高山正也（国立公文書館）客員教授就任
 6 月 9 日 博士論文最終報告会
 6 月16日 修士論文中間報告会
 6 月18日～ 7 月 1 日 ルチアナ・デュランチ教授（客員研究員）招聘
 6 月19日 ルチアナ・デュランチ教授歓迎会
 6 月23日 国際セミナー「デジタル記録とアーカイブズ」
   （京都大学大学文書館・GCAS共催、ルチアナ・デュランチ教授

講演）
   「デジタル記録の信頼性確保に向けて―インターパレスプロジェ

クトの成果」
 6 月25日 ルチアナ・デュランチ教授特別講義および夕食会
  「The InterPARES Project and Beyond」
 6 月30日 ルチアナ・デュランチ教授講演会および歓送会
  「Archival Diplomatics and Digital Records」
 7 月 7 ・ 8 日 国内研修旅行（群馬県・埼玉県）
 8 月 5 日 入試説明会
 9 月 6 ～ 9 日 島根県飯南町旧町村役場文書調査
 9 月22・23日 大学院入試
 9 月26日  国立公文書館アーカイブズ研修III（公文書館専門職員養成課程

受講生来訪）
 10月 2 ・ 6 ・16日 博士論文中間報告会
 10月16日 ベトナム国立大学ハノイ校人文社会科学大学
  アーカイブズ学・オフィスマネジメント学部と学術交流協定締結
 10月20日 入試説明会・講演会
  「働きながらアーカイブズを学びませんか－在学生・修了生の声」
  （講演者：中䑓綾子、小根山美鈴）
 11月 1 ～ 4 日 海外研修旅行（韓国・釡山）
 11月 8 ・ 9 日  全国歴史資料保存利用機関連絡協議会（全史料協）全国（広島）

大会・ポスター展示
 11月27日 国立公文書館見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅱ）
 12月14・15日  日韓越国際アーカイブズ学セミナー（於：ベトナム国立大学ハノ

イ校）
 12月21日 三井文庫見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ）
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2013年
 1 月10日 修士論文提出締切日
 1 月18日 資料保存器材見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ）
 1 月19日 授業検討会
 1 月23日 東洋文庫見学（記録史料学研究Ⅲ）
 2 月13日 修士論文口述試験
 2 月21・22日 大学院入学試験（春期）
 2 月28日  『GCAS Report：学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ

学専攻研究年報』Vol.2刊行
 3 月 1 日 アーカイブズ機関実習検当会
 3 月 5 日 紙資料補修実習
 3 月20日 修了式
 4 月 8 日 入学式および入学者ガイダンス
 4 月13日 新入生懇親茶話会
 4 月27日 非常勤講師打合会および歓迎会
 6 月 8 日 博士論文最終報告会
 6 月15日 修士論文中間報告会
 7 月 6 ・ 7 日 国内研修旅行（宮城県仙台市）
 7 月24日 NHK放送文化研究所見学（アーカイブズ・マネジメント論演習Ⅰ）
 8 月 4 日 入試説明会
 9 月 4 日  東京修復保存センター見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ）
 9 月 5 ～ 8 日 島根県飯南町旧町村役場文書調査
 9 月21・22日 大学院入学試験
 10月 2 日  国立公文書館アーカイブズ研修III 受入（公文書館専門職員養成

課程受講生来訪）
 10月12日 博士論文中間報告会
 10月26日 入試説明会・講演会
  「働きながらアーカイブズを学びませんか？」
  （講演者：土屋昌子、坂口貴弘）
 11月 1 ～ 4 日 海外研修旅行（ベトナム・ハノイ）
 11月14・15日 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会（全史料協）
  全国（東京）大会 共催・ポスター展示
 11月16日 修士論文最終報告会
 11月26日 国立公文書館見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅱ）
 12月25日 横浜開港資料館見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ）
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2014年
 1 月10日 修士論文提出締切日
 1 月18日 授業検討会
 2 月 5 日 博士論文口述試験
 2 月15日 修士論文口述試験
 2 月20・21日 大学院入学試験
 2 月21日 協定留学生（朱宣映さん）研究報告会、送別会
 2 月28日 アーカイブズ機関実習検討会
 2 月28日  『GCAS Report：学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ

学専攻研究年報』Vol.3刊行
 3 月20日 修了式
 4 月 8 日 入学式および入学者ガイダンス
 4 月12日 新入生懇親茶話会
 4 月26日 非常勤講師打合会および歓迎会
 5 月31日 博士論文最終報告会
 6 月 7 日 修士論文中間報告会
 6 月16～29日 任眞嬉（イム・ジンヒ）先生来日
 6 月19日 任眞嬉先生　特別授業
   「ソウル特別市における業務と記録の分析による情報公開基準の

策定」
 6 月21日 任眞嬉先生　講演会
   「韓国におけるオープンソース・ソフトウェア記録システムの普

及活動：＜記録文化＞を浸透させるために」
 6 月27日 任眞嬉先生　特別授業
   「韓国国家記録院における電子長期保存のためのDRAMBORAに

基づくリスクマネジメント研究」
 7 月18・19日 国内研修旅行（静岡県静岡市、沼津市）
 8 月 3 日 入試説明会
 8 月20日 紙資料補修実習
 9 月 6 ～ 9 日 島根県飯南町旧町村役場文書調査
 9 月20・21日 大学院入学試験
 10月 1 日  国立公文書館アーカイブズ研修III 受入（公文書館専門職員養成

課程受講生来訪）
 10月25日  入試説明会・講演会「私のアーカイブズ学研究」（講演者：松山

龍彦、矢野篤）
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 10月25日
11月 8 日・22日 博士論文中間報告会

 11月 1 ～ 4 日 海外研修旅行（台湾・台北）
 11月 5 日 デボラ・ノリス教授特別講義「国際的課題としての写真の保存」
  （アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ）
 11月 8 日 修士論文最終報告会
 11月10日 資料保存器材見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ）
 11月13・14日 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会（全史料協）
  全国（福岡）大会 共催・ポスター展示
 11月18日 日本近代文学館見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ）

2015年
 1 月10日 修士論文提出締切日
 1 月17日 授業検討会
 2 月13日 修士論文口述試験
 2 月19・20日 大学院入学試験
 2 月28日 アーカイブズ機関実習検討会
 2 月28日  『GCAS Report：学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ

学専攻研究年報』Vol.4刊行
 3 月20日 修了式
 4 月 8 日 入学式および入学者ガイダンス
 4 月11日 新入生懇親茶話会
 4 月18日 非常勤講師打合会および歓迎会
 5 月23日 博士論文最終報告会
 6 月 6 日 修士論文中間報告会
 7 月11・12日 国内研修旅行（三重県津市、松阪市）
 9 月 3 ～ 6 日 島根県飯南町旧町村役場文書調査
 9 月18日 東京国立近代美術館フィルムセンター相模原分館見学
  （アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ）
 9 月19・20日 大学院入学試験
 9 月30日  国立公文書館アーカイブズ研修III 受入（公文書館専門職員養成

課程受講生来訪）
 10月10日 博士論文中間報告会
 10月24日 入試説明会・講演会
   「より良き社会のために―「記録」が物語るもの」
  （講演者：松岡資明）
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 10月27日 国立公文書館見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅱ）
 11月 1 ～ 4 日 海外研修旅行（韓国・ソウル）
 11月 7 日 修士論文最終報告会
 11月17日 白岩洋子氏特別講義
  「記録を残すために―写真資料保存修復の基礎」
  （アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ）
 11月21日 博士論文中間報告会
 11月27日  ベトナム国立大学ハノイ校人文社会科学大学アーカイブズ・文書

管理学部訪問団来訪
 11月28日 ワークショップ「東アジアから見た阮朝アーカイブズ」
  （学習院大学東洋文化研究所との共催）
 12月 7 日  東京大学経済学部資料室見学（アーカイブズ・マネジメント論研

究Ⅲ）
 12月21日 三井文庫見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ）

2016年
 1 月12日 修士論文提出締切日
 1 月25日  アーカイブズ保存ワークショップ
  「傷んだ資料を補修する／保存容器を作る」
 1 月30日 アーカイブズ機関実習検討会
 2 月13日 修士論文口述試験
 2 月19・20日 大学院入学試験
 2 月27日 授業検討会
 2 月28日  『GCAS Report：学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ

学専攻研究年報』Vol.5刊行
 3 月20日 修了式
 4 月 3 日 入学式および入学者ガイダンス
 4 月 9 日 新入生懇親茶話会
 4 月16日 非常勤講師打合会および歓迎会
 5 月 5 日  常総市水損公文書の洗浄・復元作業実習（アーカイブズ・マネジ

メント論研究Ⅲ）
 5 月28日 博士論文最終報告会
 6 月11日 修士論文中間報告会
 6 月18・19日 国内研修旅行（北海道札幌市）
 7 月29日 紙資料補修実習
 7 月31日 入試説明会
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 8 月 5 日 国文学研究資料館見学（アーカイブズマネジメント論研究Ⅲ）
 8 月29日 NHKアーカイブス見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ）
 9 月13日 チリ・アーキビスト協会会長エウゲニオ・バストス氏・講演会
  「チリ共和国におけるアーカイブズとアーキビストに関する概観」
 9 月17・18日 大学院入学試験
 9 月28日  国立公文書館アーカイブズ研修III 受入
  （公文書館専門職員養成課程受講生来訪）
 10月10～28日 馮恵玲（フォン・フェイリン）先生来日
 10月15日 馮恵玲先生講演会
   「デジタルメモリーとアーカイブズ資源開発―中国における現状

を中心に」
 10月19日 馮恵玲先生特別講義
   「中国の電子記録管理プロセスを推進するためのコンビネーショ

ン計略」
 10月22日 入試説明会講演会
   「アーカイブズへの理解を社会に広げるために―いま、アーキビ

ストに望むこと」
  （講演者：松岡資明）
 11月19日 修士論文最終報告会
 11月26日 ワークショップ「東アジアから見た阮朝地方アーカイブズの世界」
  （学習院大学東洋文化研究所との共催）
 12月 3 ・10日 博士論文中間報告会
 12月10日 博士論文最終報告会

2017年
 1 月10日 修士論文提出締切日
 2 月14日 修士論文口述試験
 2 月17・18日 大学院入学試験
 2 月25日 授業研究会・アーカイブズ機関実習検討会
 2 月28日  『GCAS Report：学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ

学専攻研究年報』Vol.6刊行
 3 月20日 修了式
 3 月25日 安藤正人教授退職講演・教職員歓送会
 4 月 3 日 入学式および入学者ガイダンス
 4 月 8 日 新入生懇親茶話会
 5 月20日 博士論文最終報告会
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 6 月10日 修士論文中間報告会
 7 月15・16日 国内研修旅行（福岡県）
 7 月22日 公開講演会「世界記録遺産プログラムとベトナムの取り組み」
  （講演者：ヴー・ティ・ミン・フオン氏、通訳：宮沢千尋氏）
 7 月30日 入試説明会
 9 月 9 日 NHKアーカイブス見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ）
 9 月16・17日 大学院入学試験
 9 月27日  国立公文書館アーカイブズ研修III 受入
  （公文書館専門職員養成課程受講生来訪）
 10月28日 入試説明会・講演会
  「日本のアーカイブズ、その過去、現在、未来」
  （講演者：松岡資明氏）
 11月 3 ~ 6 日 海外研修旅行（ベトナム・ハノイ）
 11月18日 修士論文最終報告会
 12月 2 日 博士論文中間報告会・同最終報告会
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10周年記録集

学習院大学大学院人文科学研究科
アーカイブズ学専攻　博士論文・修士論文

2009年度
〈修士論文〉
淺野　真知 中華民国初期の文書・档案制度
 ――「公文程式」と「文件保存規則」の問題を中心として
小根山美鈴 海外引揚関係文書を中心とした村役場文書のアーカイブズ学的研究
 ――愛媛県旧魚成村役場文書を事例にして
筒井　弥生 アテナイのアーカイブズ・システムについての一考察
平野　　泉 現代個人のアーカイブズに関する事例研究――永山則夫とその記録
松尾　美里 アーカイブズをめぐる〈公共性〉について
 ――テレビ・アーカイブスを事例として

2010年度
〈博士論文〉
東山　京子 台湾総督府文書のアーカイブズ学的研究
 ――近代公文書学の構築に向けて

〈修士論文〉
池永　禎子 ミュージアム・アーカイブズ構築に関する一考察
 ――国際動向と日本の課題
石原　香絵 米国におけるフィルムアーキビストの養成
 ――L. ジェフリー・セルズニック映画保存学校の事例を中心に
橋本　　陽  戦前期の村役場における兵事関係文書の記録管理――滋賀県東浅井郡大

郷村役場兵事係文書について
松村光希子 大日本帝国議会資料の保存についての基礎的な考察
矢野　　篤 「廣池千九郎関係資料」の生成と管理に関する基礎的研究
山口　　学  タイ国立公文書館所蔵日タイ合同委員会および同盟国連絡事務局事務所

の構造研究を中心にした日本とタイにおける第 2 次大戦中の日タイ関係
史料の分析
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陸　　　燕 日本における民間アーカイブズに関する事例研究
 ――賀川豊彦記念・松沢資料館を中心として
渡辺　美喜 企業資料の保存・利用に関するアーカイブズ学的研究
 ――髙島屋史料館とその所蔵資料について

2011年度
〈修士論文〉
土屋　昌子 私立学校における記録史料の保存と活用
 ――短大誌編纂を契機として
松井　　隆 高等学校同窓会のアーカイブズ構築に関する考察
 ――東京都立両国高等学校同窓会「淡交会」を事例として
齋藤　明典  日本におけるアーカイブズ記述ソフトウェアICA-AtoMの実用化のため

の基礎的研究
齋藤　柳子 公文書管理の現用から非現用段階へ導く評価選別の考え方と運用方法
安田　達朗 Google Earthからの公文書検索

2012年度
〈修士論文〉
大木　悠佑 機能分析にもとづくレコードキーピング・システム構築に関する研究
 ――八王子市市史編さん室を事例として
阿久津美紀 社会福祉施設アーカイブズの構築を目指して
 ――エリザベス・サンダース・ホームにおける資料調査の実践から
齋藤　　歩  国際的な近現代建築記録管理論による日本の建築アーカイブズに関する

基礎的研究
雫石　忠宏 地方自治体における協働事業推進のための情報環境の整備について
  ――アーカイブズシステムの構築による市民活動支援機関等の機能の充

実に向けて

2013年度
〈博士論文〉
坂口　貴弘 米国型記録管理システムの形成とその日本的展開

〈修士論文〉
松山　龍彦  キリスト教結社好善社文書の調査・編成記述・資源化に関する基礎的研究
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蓑口　愉花 アーカイブズにおける資料の多角的有効利用

2014年度
〈修士論文〉
澁谷　梨穂 アーカイブズの普及活動
 ――次世代を担う子どもたちを対象として
金　　甫榮  イギリスと日本におけるビジネスアーカイブズ戦略及びその基盤として

の登録簿構築に関する研究
清水ふさ子  企業資料におけるアーカイブズの存在意義と国際標準適用による記述の

試み――資生堂企業資料館の昭和期資料を事例として
白　　種仁 質的社会調査資料におけるアーカイブズ化とその課題
渡邊　　健 日本の地方自治体における公文書管理条例の制定過程についての研究

2015年度
〈博士論文〉
石原　香絵 日本におけるフィルムアーカイブ活動の歴史に関する研究

〈修士論文〉
小池真理子 民間所在資料の構造分析と目録編成に関する研究
 ――山梨県大月市星野家文書を対象として
和田　直大 民間所在文書の整理と管理に関する事例研究
 ――東京都北区・西ヶ原地区柏木家文書
渡辺　彩香 近代文学アーカイブズの構築に関する基礎的研究

2016年度
〈修士論文〉
奥沢　麻里 「帝都復興事業」関係文書のアーカイブズ学的研究
川田　恭子 実業家村井吉兵衛関連記録の調査と編成・記述に関する基礎的研究
國澤　修平 金融システムと記録管理――“組織論”から“制度論”へ
高野　彩香 ファッション・アーカイブズ構築の基礎的研究
田中　智子 日本における大学アーカイブズの役割および組織運営
千代田裕子 地方自治体における空中写真の保存と利活用に向けた基礎的研究
  ――広島県立文書館におけるアナログ空中写真のアーカイブズ構築を事

例として
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中野　陽香 電子記録の初期的管理に関する基礎的考察
難波　秋音 美術館における組織記録のアーカイブズ構築
 ――東京都美術館ミュージアムアーカイブズを中心に
藤村　涼子 国立大学のアーカイブズ収蔵施設における業務記録の管理に関する研究
 ――受入業務関係記録を中心に
藥袋　未夏 地域アーカイブズにおける写真資料のデータ構築とその活用法
宮平さやか マンガの資料管理・保存に関する基礎的研究
 ――マンガアーカイブズの構築に向けて

 （10周年記録集担当　那須香織）
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国内研修旅行
1日目⃝香川県立文書館

五十嵐 和也
　アーカイブズ学専攻では毎年夏に国内研修旅行として全国各地のアーカイブズ機関を
巡っている。本年度も例年通り2018年 7 月に予定していたが、中国・四国地方を西日本豪
雨が襲ったため、残念ながら出発日前日に香川研修旅行は中止となった。しかし、香川県
立文書館、三豊市文書館の両館のご厚意により、 4ヶ月後の11月 3 ～ 4 日に晴れて香川研
修旅行の開催が叶った。見学を受け入れてくださった両館に心から感謝申し上げる。
　初日は品川駅に集合し西に向かった。岡山駅までは新幹線で向かい、岡山からはマリン
ライナーに乗り換え一路高松を目指した。私は瀬戸内海を見たのは初めてであったが、マ
リンライナーから見えたその澄んだ美しさには感動を覚えた（この時期、私の地元・新潟
から見える日本海 ―晩秋から冬場にかけて― は荒れていることが多く、まるで松本清張
のサスペンスドラマか東映映画のオープニングに出てきそうな雰囲気なのである）。
　高松に到着した我々は、まず香川県立文書館を訪れた。同館は平成 6 年（1994）に国内
では23番目、四国では徳島に次いで 2 番目に設置された都道府県立文書館であり、県の行
政文書や県内の古文書等を収集・整理・保存し、その公開を行っている機関である。
　嶋田典人館長のご案内で館内を見学させていただいたが、閲覧室や執務室、書庫は非常
に広く開放感に溢れていた。設備もさることながら、私が最も関心をもったのは学校資料
の扱いであった。香川県立文書館では、統廃合されることとなった県立高校へ出向き収集
した「学校アーカイブズ」が多数保存されているのである。市町村合併・少子化の影響に
より各地で学校の統廃合が進んでいることは多くの人が認識を共有しているだろう。現に、
私がかつて通っていた小学校（新潟市立木場小学校、というのがその校名であった）も生
徒数の減少により、2004年 3 月に同様の状況であった周辺 2 校とともに統合され、廃校と
なった。学校は、個々人・家族にとって、あるいは地域にとってある種のアイデンティティ
になり得るものだろう。度々自分の例に引き付けて恐縮だが、例えば先に述べた小学校は
明治期の創立であり、私の家では曾祖父・祖父・父・兄および私と 4 代続けて通っていた
学校であるとともに、また近所の家の人々も同様の状況で、明らかに「小学校」が地域的
紐帯の役割を果たしているように思われた。市町村立小学校と県立高校ではやや状況が異
なるかもしれないが、学校資料を文書館側から積極的に収集している体制には感銘を受け
た。文書館の公立学校資料には、文書館の親機関、すなわち自治体からの移管という形を
とる「機関アーカイブズ」としての資料と、統廃合された学校から収集する「収集アーカ
イブズ」としての資料、 2つの性格の資料が存在する。香川県立文書館で今回見せていた
だいたのは後者の資料であった。今後加速度的に進行していく少子高齢化のなかで学校の
統廃合はますます進んでいくものと思われるが、学校の廃校は「一つの教育機関の消失」
であるだけでなく、「個々人の思い出の場の消失」でもある。やや悲観的なことを書いたが、
そのなかで学校資料には「思い出の場」を甦らせる力があると思う。学校資料を「学校アー
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カイブズ」として保存し公開していく重要性、それが今回の香川県立文書館での見学で一
番考えたことであった。

2日目⃝三豊市文書館
中村 友美

　香川研修旅行 2 日目は、午前中に三豊市の三豊市文書館を訪問した。三豊市は香川県西
部に位置し、2006年に 7つの町が合併して誕生した市である。宮田克成館長のご案内の下、
文書館の概要についてレクチャーを受け質疑応答を終えた後に、書庫を中心に館内を見学
した。
　三豊市誕生当初は、旧町文書の保管を目的に書庫の整備事業が始められたが、当時の副
市長の提案により香川県立文書館を参考とした文書館の設置計画が進められることになっ
た。いわゆるトップダウンでの推進により、2007年 6 月に「三豊市公文書館条例」が公布、
文書館設置が決定したという経緯がある。その後「三豊市文書館協議会」の発足、同協議
会の答申に基づく「文書館基本構想及び運営計画」の策定、施設の耐震及び書架増設工事
を経て、2011年 6 月に開館した。このように自治体史編纂等を母体としておらず、公文書
管理・保存の観点から設置された文書館であるため、古文書は収集・保存の対象としてい
ない（古文書については教育委員会生涯学習課で扱われている）。
　現在は総務部総務課の所管で、歴史公文書・行政資料の収集・整理・保存といった日常
業務は 5 名の職員によって担われている。受入れにあたっての評価選別は、 4 ～ 6 月に本
庁書庫、 7 ～12月に出先機関というスケジュールで行っている。目録は 7つの旧町ごとに
作成されており、ホームページではPDF形式で提供されている。
　三豊市文書館は2015年度から土日も開館するなど利用者向けのサービスに努めており、
普及啓発活動にも積極的に取り組んでいる。展示については年 3 回企画展を開催しており、
訪問時には秋期企画展『三豊の豪家～山本と財田～』を見学することができた。中国・四
国地方の文書館では毎年 6 月、普及活動の一環として「アーカイブズウィーク」という共
同企画を行っている。文書館業務に対する理解の拡大とアーカイブズの保存・活用の促進
を目的としており、イベント内容や会期は各文書館に任されている。三豊市文書館は2012
年から参加し、「はじめての文書館！」と題して利用方法や業務体験、書庫見学など、文
書館の裏側を体験する講座を開催している。文書館同士が連携するため話題性が大きく、
マスコミの注目も集めやすいユニークな取り組みである。
　地域との連携については、学校とのつながりが深いことも特徴として挙げられる。文書
館は統廃合により行き場を失った学校アーカイブズの受入れの場として機能しており、三
豊市に先立って訪問した香川県立文書館にも共通することとして、印象に残った。
　午後は金刀比羅宮に移動し、思い思いに境内や参道の散策を楽しんだ。好天に恵まれた
こともあり、厳魂神社（奥社）までの1368段の石段を駆け抜けた参加者も多くいた。
　金刀比羅宮を後にJR琴平駅から特急南風に乗車、穏やかな瀬戸内の海と島々を視界に
おさめ、岡山駅から新幹線で帰路についた。
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行事（2017－2018年度）
2017年度
日程 行事

1 月10日 修士論文提出締切日
2 月14日 修士論文口述試験
2 月17日、18日 大学院入学試験（春期）
2 月24日 授業研究会・アーカイブズ機関実習検討会
2 月28日  『GCAS Report：学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ

学専攻研究年報』Vol. 7刊行
3 月20日 修了式
3 月24日 高埜利彦先生・アーカイブズ学専攻メンバー歓送会

2018年度
日程 行事

4 月 3 日 入学式および入学者ガイダンス
4 月14日 新入生懇親茶話会
4 月14日 非常勤講師打合会および歓迎会
6 月23日 修士論文中間報告会（報告者：11名）
8 月 4 日 入試説明会
9 月12日  国立公文書館アーカイブズ研修III 受入（公文書館専門職員養成

課程受講生来訪）
9 月15日、16日 大学院入学試験（秋期）
10月27日  入試説明会・講演会「私はこんなふうにアーカイブズ学を研究し

た：修了生の声を聴く！」（講演者：阿久津美紀氏・難波秋音氏）
11月 3 日、 4 日 国内研修旅行（香川県）
11月17日 修士論文最終報告会（報告者： 9 名）
11月22日～12月 5 日 ダオ・ドゥク・トゥアン先生来日
11月24日  ワークショップ「日本のベトナム関係アーカイブズ　ベトナムの

日本関係アーカイブズ」（学習院大学東洋文化研究所、学習院大
学人文科学研究所との共催）

12月 1 日  ダオ・ドゥク・トゥアン先生特別講義「ベトナムにおけるアーキ
ビストの養成」

12月 8 日  国際研究集会「地域持続におけるアーカイブズやアーキビスト等
の果たす役割」

12月15日 博士論文中間報告会（報告者： 3 名）
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彙報｜行事（2017－2018年度）

2018年度入学式

国内研修旅行－香川県立文書館

日越ワークショップ

国際研究集会

2018年度入試説明会

国内研修旅行－三豊市文書館

トゥアン先生特別講義

高埜利彦先生大歓送会
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研究テーマ・研究成果（教員）
氏名 分類 研究成果

入澤　寿美 研究テーマ アーカイブズと情報処理
研究報告（共著）　入澤寿美、勝野喜以子「伴走者型支援
のためのシステム開発」（『学習院大学計算機センター年報』
Vol.38、2018年 3 月、127-131頁）

下重　直樹 研究テーマ 日本近現代の記録史料学、記録管理制度研究
論文 「戦前政党内閣確立期における政策の協調と対立―北海道

第二期拓殖計画の策定過程を中心として―」（『学習院大学
文学部研究年報』第64号、2018年 3 月、215-246頁）

論文 「公文書管理と「説明責任」―民主主義の根幹を支えるた
めに」（『Journalism』№337、2018年 6 月、50-58頁）

講演 「日本国憲法とわたしたち」（目黒区社会教育講座、2018年
2 月25日～ 2018年 3 月11日（全 3 回）、東京）講演「帝国
憲法改正をめぐる歴史群像―「憲法大臣」金森徳次郎を中
心に―」（放射線同友会、2018年 7 月25日、東京）

講演 「変わる公文書管理・アーカイブズシステム―政府の制度
改善を中心に―」（群馬県市町村公文書等保存活用連絡協
議会専門講座  2018年11月29日、群馬）

講義 「近現代日本における公文書管理とアーカイブズ」（独立行
政法人国立公文書館「アーカイブズ研修Ⅰ」2018年 8 月27
日、東京） 

講義 「近代日本公文書管理史―公文書管理制度の形成と展開―」
（独立行政法人国立公文書館「アーカイブズ研修Ⅲ」、2018
年11月12日、東京）

武内　房司 研究テーマ 東アジアの記録史料学
翻訳書 武内房司著；海丹訳「在鳴神与鳴官之間：清代貴州苗族林

業契約文書中的苗族習俗与糾紛解決方式」鄧建鵬主編『清
帝国司法的時間，空間和参与者』北京：法律出版社，2018
年 1 月，263～286頁

著書（共著） 「天地会とベトナム南部社会：民衆運動に見るベトナム近
代の政治文化」趙景達編『儒教的政治思想・文化と東アジ
アの近代』東京：有志舎，2018年 3 月，299～322頁

論文 「清代民衆宗教に見る宗教的回心の諸相：安丸良夫の民衆
宗教研究に寄せて」『アジア民衆史研究』23集，2018年 5 月，
59-69頁

千葉　功 研究テーマ 日本近代史
保坂　裕興 研究テーマ アーカイブズ学、アーキビスト教育

論文 「文書に命を吹き込むアーカイブズ制度のために」（高埜利
彦編著『近世史研究とアーカイブズ学』、青史出版、2018年）
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彙報｜研究テーマ・研究成果（教員）

氏名 分類 研究成果

その他の著
作物

「（座談会）記録を残し伝える仕事－アーキビストを目指す
時代がやってくる！－」（『国立公文書館ニュース』第14号、
2018年 6 月）

講演等 「アーカイブズの意義とアーキビストの役割」（企業史料協
議会主催、ビジネスアーキビスト研修講座、2018年10月 1
日、東京大学）

講演等 「アーカイブズの歴史」（「＜地域資料講座＞アーカイブズ
の過去・現在・未来～わたしたちにとって「公文書」とは
何か～」、国立市公民館、2018年10月19日）

講演等 「公文書管理の役割と今日的課題」（第20期自治政策講座
＜2018＞、自治体議会政策学会、2018年10月24日） 

湯上　良 研究テーマ ヨーロッパの記録史料学、アーカイブズ史
論文 「イタリア統一前後におけるアーキビスト－制度の確立と

理論的発展－」（『アーカイブズ学研究』第28号、2018年 6
月、30-42頁）

講演 「禁書－グーテンベルクから百科全書まで」（イタリア文化
会館イタリア・ブックフェア2018、2018年 4 月 8 日、東京）

講演 「記録を守り、記憶を伝えるイタリア」（イタリア研究会　第
456回例会、2018年 6 月21日、東京）

講演 「近世後期の情報管理－ヴェネツィアとヨーロッパとの比
較－」（イタリア言語・文化研究会　第156回例会、2018年
10月 6 日、東京）

講演 「Documenti sulla storia della cristianita in terra di 
missione： il Progetto Marega della Biblioteca Apostolica 
Vaticana」（Mario Marega Testimone del '900, Il 
Giappone sotto la lente di un missionario salesiano、2018
年12月20日、ローマ）

その他 「ローマで日本の古文書を共有／活用する－マレガプロ
ジェクト講演会・くずし字講座」（人間文化研究機構基幹
研究プロジェクト・ニューズレター『きざし』第 2 号、
2018年 3 月、 7 頁）

その他 「イタリア史研究者がのぞき見た日本史と資料の世界」（『地
中海学会　月報』第410号、2018年 5 月）

その他 「記憶伝える文書管理制度を」（『毎日新聞』朝刊、2018年
9 月18日、第11面）
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研究テーマ・研究成果（学生）
学年 氏名 分類 研究成果

D3 松村　光希子 研究テーマ 議会文書の保存についてのアーカイブズ学的研
究

D3 大木　悠佑 研究テーマ 日本型レコードキーピング・システム設計のた
めの研究

論考 「アカウンタビリティを支える公文書管理制度
とレコードキーパー―Australasiaの公記録法
の視点から―」（『アーカイブズ学研究』第29号、
2018年12月、77-100頁）

報告 「オーストラリア・アーキビスト協会2017年大
会に参加して」（『GCAS Report 学習院大学大
学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻研究年
報』 Vol.7、2018年 2 月、100-104頁）

学会発表 「アカウンタビリティを支える公文書管理制度
とレコードキーパー―Australasianの公記録法
の視点から―」（日本アーカイブズ学会2018年
度大会企画研究会、2018年 4 月22日、東京）

D3 清水　ふさ子 研究テーマ 企業資料におけるアーカイブズ機能の制度設計
について

参加記 「JSAS／LSS主催シンポジウム「情報管理専門
職をめぐる民間企業と大学・学界―記録情報管
理の現状と研究教育・人材育成―」参加記」

（『アーカイブズ学研究』No.28、44-48頁、日本
アーカイブズ学会、2018）

学会発表 「公文書から社史に描かれた企業活動を読み解
く―国立公文書館収蔵の企業関連資料の調査分
析を事例として―」（日本アーカイブズ学会
2018年度大会自由論題研究発表会、2018年 4 月
22日、東京）

学会発表＋
パネリスト

「小峰研究所収蔵・王子脳病院資料の概要とそ
の調査分析について」（日本精神医学史学会シ
ンポジウムⅠ「精神医療史とアーカイブズ─診
療録等の保管と研究利用の現状」2018年11月10
日、福岡）
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彙報｜研究テーマ・研究成果（学生）

学年 氏名 分類 研究成果

展示 国際シンポジウム「精神医療の「過去」と「現
在」を展示する―医学史博物館と美術ギャラ
リーの社会的役割をめぐって―」関連展示 4「戦
前東京における私立精神病院―王子脳病院／小
峰病院の事例」（慶應義塾大学日吉キャンパス
研究発信特設ギャラリー、2018年 9 月17日～18
日、神奈川）

D3 白　種仁 研究テーマ 人権記録の分析と保存システムの構築に関する
研究―韓国における北朝鮮人権記録の事例を通
じて―

D3 李　華瑩 研究テーマ 日本と中国におけるデジタルアーカイブズに関
する開発と利用の比較研究

報告 InterPARES Trust北京2017年大会に参加して
（『GCASReport学習院大学人文科学研究科アー
カイブズ学専攻年報』Vol.7、2018年 2 月、
88-92頁）

D2 川田　恭子 研究テーマ アーカイブズ機関の公開条件に関する研究
資料紹介 資料紹介　0002スモンの会全国連絡協議会・薬

害スモン関係資料
（「環境アーカイブズ　ニューズレター」第 3 号
2017、2018年 3 月 1 日、 6 頁）

学会発表
（ポスター）

アーカイブズの資料保存における専門職連携 
―村井吉兵衛資料を事例として

（日本アーカイブズ学会2017年度大会、2018年
4 月22日、東京）

報告 薬害スモン資料について
（2018年度公害資料館ネットワーク資料研究
会　2018年10月 6 日、東京）

ワークショップ 展示キャプションの作成を通じて資料整理の方
法を学ぶ

（第 6 回公害資料館連携フォーラムin東京　分
科会15-1　2018年12月15日、東京）

D2 高科　真紀 研究テーマ 光源の違いによる近現代アーカイブズの劣化に
関する実証研究

D1 山永　尚美 研究テーマ 行政映画の史的展開とアーカイブズ制度に関す
る研究

報告書 「ビデオギャラリーSCAN及び中谷芙二子活動
アーカイブ」（文化庁平成29年度メディア芸術
アーカイブ推進支援事業、2018年 3 月、担当：
中谷芙二子関連資料の所蔵物調査・整理）

187



GCAS Report Vol.8 2019　学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻

学年 氏名 分類 研究成果

報告 「岩波映画製作所『たのしい科学』とその制作
資料について」（映像と科学教育の研究会、
2018年 6 月15日、東京）

論文 「映画の製作会社における記録管理と製作プロ
セスについての考察－1960年代前半の岩波映画
製作所を事例として－」（『学習院大学人文科学
論集』、第27巻 、2018年11月、183-209頁）

M2 小澤　梓 研究テーマ 都道府県の公文書館が行うインターネットを用
いた普及活動に関する基礎的な研究―Web2.0
との関わりを中心に―

M2 重野　綾奈 研究テーマ 近代における尚家文書の管理と保存について
M2 五十嵐　和也 研究テーマ 近世から現代にかけて形成された地域アーカイ

ブズの編成記述と構造分析に関する基礎的研究
―越後国蒲原群横越市村家文書の整理を通じ
て―

書評 「書評　国文学研究資料館編『社会変容と民間
アーカイブズ―地域社会の持続に向けて―』」

（『GCAS report 学習院大学大学院人文科学研
究科アーカイブズ学専攻研究年報』Vol.7、
54-61頁、2018 ）

動向 「日本アーカイブズ学会2018年度大会参加記」
（『アーカイブズ学研究』27号、2018）

M2 井上　いぶき 研究テーマ 日本中世における文書保管の実態―絵図資料か
ら見た文書収蔵保管施設・道具を参考に―

書評 井上幸治「古代中世の文書管理と官人」（『GCAS 
Report 学習院大学大学院人文科学研究科アー
カイブズ学専攻研究年報』Vol.7、2018年 2 月、
70-76頁）

M2 片岩　真由 研究テーマ 「満州国」における文書管理と文書管理制度
M2 朱牟田　奏人 研究テーマ 科学者個人の資料における構造認識と編成のた

めの記録史料学的手法の実践―中谷宇吉郎の史
料の資源化を例に―

M2 鈴木　志歩 研究テーマ 近世近代文書の整理と地域への還元について―
旧紙屋鈴木家文書を例として―

M2 中村　友美 研究テーマ 茶道アーカイブズの構築に関する基礎的研究―
幽清会川浪家文書を事例として―

書評 中京大学社会科学研究所編『知と技術の継承と
展開 -アーカイブズの日伊比較-』

（『GCAS Report学習院大学大学院人文科学研
究科アーカイブズ学専攻研究年報』Vol.7、
2018年 2 月、62-69頁）
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彙報｜研究テーマ・研究成果（学生）

学年 氏名 分類 研究成果

M2 那須　聡子 研究テーマ ミュージック・アーカイブズ、20～21世紀音楽
文化史、Olivier Messiaen、松平頼則

報告 「IAMLリーガ大会に参加して」 『GCAS Report 
学習院大学大学院人科学研究科アーカイブズ学
専攻年報』 Vol. 7 （2017年度）

M2 山田　菜美 研究テーマ 図書館の活動と記録管理に関する研究―田原市
図書館を事例として―

M2 山本　美波 研究テーマ （福島県浪江町における）震災関連公文書の保
存と公開に関する検討

M2 吉原　恵理子 研究テーマ 地域版アーツカウンシルのアーカイブズ構築に
関する研究 ―アーツカウンシル東京を事例と
して―

M2 朴 燦羲 研究テーマ 日本の先行事例を通じて見た地震記録の定義と
類型

M1 荒木　康輔 研究テーマ 公文書に関する法制面での課題と対策の考察
M1 王　イー 研究テーマ 日中の新聞における対パンダ外交アーカイブズ
M1 小川　実佳子 研究テーマ ファッションアーカイブズに関する基礎的研究
M1 金本　弘之 研究テーマ 企業における情報資源の有効活用とアーカイブ

ズ化のための方法に関する研究
M1 廣瀬　成美 研究テーマ 民間団体アーカイブズの保存と活用―美術館・

博物館におけるアーカイブズの構築―
M1 大西　智子 研究テーマ 赤十字のアーカイブズ・マネジメントの研究―

赤十字国際委員会（ICRC）と諸外国赤十字社
から学ぶ―
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論文題目2017年度
年度 分類 氏名 題目

2017 博論 阿久津　美紀 社会的養護に関する記録管理―ケアリーヴァーの記録
へのアクセスとその有用性―

2017 博論 渡邉　佳子 日本における戦前期統治機構の文書管理の基礎的研究
―近代的アーカイブズ制度成立の歴史的前提―

2017 修論 佐藤　崇範 元パラオ熱帯生物研究所研究員の個人資料を対象とし
た編成と記述

2017 修論 亀野　彩 賀川豊彦関連慈善事業資料の概要調査と編成・記述に
関する基礎的研究―財団法人雲柱社賀川豊彦記念松沢
資料館の協同牛乳株式会社資料を中心にして―

2017 修論 山永　尚美 映画の制作資料の資源化に関する基礎的研究―岩波映
画製作所を事例として―

授業2018年度
授業名
英語名
教員
概要

アーカイブズ学演習［アーカイブズ学研究法］
Seminar in Archival Science （Archival research methodology）
保坂　裕興・下重　直樹
個人研究や共同研究を通じて学生の研究能力を開発し、専門職として実践的な問題解決能
力を育成する

アーカイブズ・マネジメント論演習Ⅰ［アーカイブズ整理記述論］
Seminar in Records and Archives Management I （Arrangement and description of 
archives） 
加藤　聖文（国文学研究資料館准教授）
アーカイブズ資料の構造やコンテクストを科学的に研究し、適切な方法で整理・記述する
ための実践的訓練を行う

アーカイブズ・マネジメント論演習Ⅱ［アーカイブズ情報処理論］
Seminar in Records and Archives Management II （Information technology in archives）
入澤　寿美
コンピューター情報処理の基礎とともに、アーカイブズ分野における情報技術やネット
ワーク・システムについて学ぶ
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彙報｜論文題目2017年度｜授業2018年度

アーカイブズ実習
Practice in Archives
保坂　裕興・下重　直樹
アーカイブズ機関実習と事前学習および事後の発展研究

アーカイブズ学理論研究Ⅰ［アーカイブズ学基礎理論研究］
Archival Basics I （Fundamental archival theories）
下重　直樹
情報理論、レコード・コンティニアム論、法制度論、専門職論などアーキビストに必要な
知識と技法を学ぶ

アーカイブズ学理論研究Ⅱ［日本及び海外アーカイブズ史］
Archival Basics II （History of archives）
保坂　裕興・下重　直樹
世界と日本におけるアーカイブズの発展過程をたどり、民主主義を支える根幹システムと
しての将来を展望する

アーカイブズ学理論研究Ⅲ［海外アーカイブズ学文献研究］
Archival Basics III （Overseas archival science literature）
平野　泉（立教大学共生社会研究センター）
海外の研究動向を概観するとともに、優れた英語文献を講読することによって国際水準の
研究を学ぶ

アーカイブズ学理論研究Ⅲ［情報科学］
Archival Basics III （Information science）
久保山　哲二
デジタルアーカイブを支える様々な情報技術について概観するとともに、その背後にある
情報科学の原理について学ぶ

記録史料学研究Ⅰ［前近代の組織と記録］
Studies on Records and Archives I （Pre-modern organizations and records）
西村　慎太郎（国文学研究資料館准教授）
前近代日本の様々な組織体の構造と機能について記録システムを中心に研究し、アーカイ
ブズ学の対象としての記録史料について学ぶ

記録史料学研究Ⅱ［近現代の組織と記録］
Studies on Records and Archives II （Modern organizations and records）
下重　直樹
国、地方自治体等の組織体構造と機能について記録システムを中心に研究し、アーカイブ
ズ学の対象としての記録史料について学ぶ
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記録史料学研究Ⅱ［近現代の私的記録とオーラル・ヒストリー ］
Studies on Records and Archives II （Private archives and Oral History）
下重　直樹
経済その他の私的領域で発生する記録について記録史料学的に検討し、オーラルヒスト
リーも含めた新たな課題にも取組む

記録史料学研究Ⅲ［中国近世・近代における記録史料］
Studies on Records and Archives III （East Asian records）
武内　房司
近世・近代の中国を中心に記録と記録システムの歴史を研究し、中国社会における記録史
料の意味と特質を考える

記録史料学研究Ⅲ［デジタル・アーカイブズ論］
Studies on Records and Archives III （Digital Archives）
下重　直樹、風間　吉之・吉田　敏也・髙杉　美里（国立公文書館）
コンテンツ管理システム、電子記録管理とアーカイブズ資源化、インターネットとリアル
空間での複合・編成という観点からデジタル・アーカイブズを検討する

アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅰ［現代アーカイブズ管理論］
Studies in Records and Archives Management I （Modern archives administration theory）
保坂　裕興
システム設計から調査論、評価論、検索論まで、アーカイブズを科学的に管理、保存活用
する現代的方法を考える

アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅰ［記録管理法制論］
Studies in Records and Archives Management I （Legal issues relating to archives）
早川　和宏（東洋大学法学部法律学科教授）
アーカイブズに関わる現行法制度の正確な知識を身につけるとともに、法的思考力を鍛え、
アーカイブズに関わる法制度を創造する力をつける

アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅱ［公文書管理論］
Studies in Records and Archives Management II （Public Records and Archives 
administration）
中島　康比古・筧　雅貴・栃木　智子（国立公文書館）
公文書管理法下における公文書のライフサイクル管理の一環としてのアーカイブズ管理に
ついて、国立公文書館の事例を中心に学ぶ

アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅱ［レコード・マネジメント論］
Studies in Records and Archives Management II （Records management）
古賀　崇（天理大学教授）
レコード・マネジメント（記録管理）とアーカイブズとの密接性という観点から、レコー
ド・マネジメントの理論と実践について理解する
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彙報｜授業2018年度｜2018年度　学生数

アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ［アーカイブズ保存論］
Studies in Records and Archives Management III （Preservation and conservation of 
archives）
青木　睦（国文学研究資料館准教授）
紙媒体から電子記録まで、様々なアーカイブズ資料を物理的に保存・管理していくための
科学的な考え方と方法を学ぶ

アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ［視聴覚アーカイブ論］
Studies in Records and Archives Management III （Audiovisual archive）
児玉　優子（放送番組センター）
映画・テレビ番組・録音資料などを保存してきた視聴覚アーカイブの歴史と現状、機能の
概要を学び、アーカイブズ機関における視聴覚資料／記録について考える

情報資源論Ⅰ［図書館情報学研究］
Studies in Information Resources I （Library and information science）
水谷　長志（東京国立近代美術館）
情報資源の保存活用という点で共通性を持つ図書館情報学について学び、アーカイブズ学
との連携を考える

2018年度　学生数
博士前期課程　 1 年 6 名
博士前期課程　 2 年 12名
博士後期課程　 1 年 1 名
博士後期課程　 2 年 2 名
博士後期課程　 3 年 5 名
科目等履修生 3 名
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執筆者一覧 ［五十音順］
淺井千香子（あさい・ちかこ）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　元副手

安藤正人（あんどう・まさひと）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　元教授

五十嵐和也（いがらし・かずや）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　博士前期課程

入澤寿美（いりさわ・としはる）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　教授

大木悠佑（おおき・ゆうすけ）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　博士後期課程

大西智子（おおにし・ともこ）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　博士前期課程

金本弘之（かなもと・ひろゆき）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　博士前期課程

川田恭子（かわた・きょうこ）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　博士後期課程

後藤佐恵子（ごとう・さえこ）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　元副手

清水ふさ子（しみず・ふさこ）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　博士後期課程

下重直樹（しもじゅう・なおき）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　准教授

高科真紀（たかしな・まき）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　博士後期課程

髙橋奈月（たかはし・なつき）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　元副手

武内房司（たけうち・ふさじ）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　教授

千葉功（ちば・いさお）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　教授

筒井弥生（つつい・やよい）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　科目等履修生

ディララ・ディリシャティ
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　研究生

中村友美（なかむら・ともみ）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　博士前期課程

那須香織（なす・かおり）
学習院大学大学院人文科学研究科史学専攻　修
了生

那須聡子（なす・さとこ）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　博士前期課程

西山聖奈（にしやま・せな）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　元副手

朴燦羲（ぱく・ちゃんひ）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　博士前期課程

平野泉（ひらの・いずみ）
立教大学共生社会研究センター

保坂裕興（ほさか・ひろおき）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　教授

松岡資明（まつおか・ただあき）
学習院大学客員教授、元日本経済新聞社編集委
員

本岡彩（もとおか・あや）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　副手

森本祥子（もりもと・さちこ）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　元助教、東京大学大学文書館　准教授

山田菜美（やまだ・なみ）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　博士前期課程

湯上良（ゆがみ・りょう）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　助教

李華瑩（り・かえい）
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ
学専攻　博士後期課程



『GCAS Report』2018年度編集委員
保坂裕興
下重直樹
大西智子
小澤梓
金本弘之
川田恭子
清水ふさ子
鈴木志歩
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朴燦羲
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李華瑩
湯上良 （事務局）

Editorial Board 2018
Hirooki Hosaka
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Kyoko Kawata
Fusako Shimizu
Shiho Suzuki
Dilixiati Dilala
Park Chanhui
Naomi Yamanaga
Li Huaying
Ryo Yugami （Secretariat）

編集後記
編集委員：金本 弘之
　企業人の生活から一転して大学院の世界に身を置き、早や 1 年。各分野の第一線の先生
方による講義、各種シンポジウム、アーカイブズ機関での実習、香川研修旅行、研究テー
マに関する報告・討論など、新たな世界で実に多くの学びと出会いがありました。そして、
今回 8 号目となる『GCAS Report』にも参画させていただきました。猛暑の中、実家の
ある瀬戸内海の島で執筆に悪戦苦闘したことが遠い昔の出来事のように思い出されます。
編集委員として携わったこの貴重な経験を活かし、今後も本専攻の研究誌の発展に少しで
も関与していければと思います。

事務局：湯上 良
　『GCAS Report』Vol.8をお届けします。本号では、専攻開設に尽力され、2018年 3 月に
退職された高埜利彦教授への、専攻教員ならびに歴代助教・副手からのご退職に寄せたメッ
セージを掲載しています。また、留学生を含む在学生やOGの方々からは、研究ノートと
書評が各 4 本、 3 本の報告による多彩な内容の原稿が揃いました。さらに、10周年記録集
として、専攻開設時からの年表と、博士論文および修士論文の一覧を掲載しました。ご一
読いただけましたら、幸いです。
　ページのレイアウトも一新しました。前号までデザインと編集をお引き受けいただいた
デザイナーの木村稔将さんには大変お世話になりました。この場をお借りし、改めまして
深く御礼申し上げます。
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